
≪
主
な
内
容
≫

▽
鰺
ヶ
沢
町
表
彰
者

▽
令
和
４
年
度
　
施
政
方
針
・
当
初
予
算
　
ほ
か

▽
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
の
状
況

▽
お
知
ら
せ

　
農
作
業
労
働
賃
金
等
標
準
額
・
賃
借
料
情
報

　
狂
犬
病
予
防
注
射
の
巡
回
接
種
が
始
ま
り
ま
す

<
今
月
の
表
紙
>
 鰺

ヶ
沢

高
校

卒
業

式
　

詳
細

は
鰺

高
通

信
を

ご
覧

く
だ

さ
い

N
o.611
N
o.611
４ 2
0
2
2



◆
功 

労 

褒 

賞

　
社
会
経
済
、
福
祉
及
び
地
方
自
治
等
社
会
の

振
興
発
展
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
優
れ
て
い

る
方

増ま
す

田た　
晶ま

さ
夫お
（
林
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
鰺
ヶ
沢
町
監
査
委
員
と

し
て
、
厳
正
に
し
て
適
切
な
監
査
を
も
っ
て

町
政
進
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
善
　
行
　
賞

　
善
行
が
特
に
優
れ
、
町
民
の
模
範
と
な
る
方

㈱
ア
ジ
デ
ン
（
五
所
川
原
市
）

　

多
額
の
金
品
を
町
に
寄
附
し
、
優
れ
た
善

行
を
も
っ
て
町
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
さ

れ
ま
し
た
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り

指
導
、
振
興
発
展
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
特

に
優
れ
て
い
る
方

加か

藤と
う　
　
清き
よ
し（

新
田
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
鯵
ヶ
沢
清
空
館
に
お
い

て
空
手
道
の
指
導
（
主
と
し
て
小
中
学
生
）

に
あ
た
り
、
優
秀
な
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
、

ま
た
、
青
少
年
の
体
力
向
上
・
健
全
育
成
と

空
手
道
の
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
　

　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
著
し
い
業
績
を

お
さ
め
、
国
際
大
会
又
は
全
国
大
会
に
出
場
す

る
等
そ
の
功
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
方

長は

谷せ

川が
わ
李り

博は
く

（
南
浮
田
町
出
身
／
明
徳
義
塾
中
３
年
）

　

第
22
回
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会　

男
子

団
体　

第
３
位
ほ
か

長は

谷せ

川が
わ　
琳り
ん

（
南
浮
田
町
／
舞
戸
小
６
年
）

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

２
０
２
１
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　
　

カ
デ
ッ
ト
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

ベ
ス
ト
32
ほ
か

令
和
３
年
度

鰺
ヶ
沢
町
表
彰
者

◆
ス
ポ
ー
ツ
大
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
著
し
い
業
績
を

お
さ
め
、
東
北
地
域
規
模
の
選
手
権
等
に
出
場

し
て
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
た
方

小お

笠が
さ
原わ
ら
広こ
う
祐す
け

（
山
田
野
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

令
和
３
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大
会
第
42

回
東
北
中
学
校
相
撲
大
会　

個
人
１
学
年　

優
勝

神じ
ん　
　
爽そ
う
志し
（
湯
舟
町
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

令
和
３
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大
会
第
42

回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会　

男
子
１
年 

１
０
０
ｍ　

第
６
位

成な
り
た田　
琉る

杏あ
（
つ
が
る
市
／
鰺
ヶ
沢
中
３
年
）

　

令
和
３
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大
会
第

53
回
東
北
中
学
校
水
泳
競
技
大
会　

女
子

８
０
０
ｍ
自
由
形　

第
５
位

長は

谷せ

川が
わ

志し

文も
ん

（
南
浮
田
町
／
舞
戸
小
５
年
）

　

第
35
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

卓
球
大
会　

男
子
団
体
戦　

第
３
位
ほ
か

山や
ま
本も
と　
祐ゆ
う
己き
（
本
町
二
丁
目
出
身
／
東
北
学
院
大
２
年
）

　

第
19
回
東
北
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会　

個
人　

形
の
部　

優
勝
ほ
か

鰺あ
じ
が
さ
わ
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
だ
ん
し
り
く
じ
ょ
う
き
ょ
う
ぎ
ぶ

ヶ
沢
中
学
校
男
子
陸
上
競
技
部

工く

藤ど
う　
弘ひ
ろ
靖や
す（
１
年
）・
神じ
ん　
　
爽そ
う
志し（
１
年
）

神じ
ん　
　
魁か
い
斗と（
２
年
）・
石い
し
田た　
大た
い
虎が（
２
年
）

　

令
和
３
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大
会
第
42

回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会　

男
子
低
学

年　

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
８
位

　

こ
の
た
び
、
町
は
、
功
労
褒
賞
や
新

設
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
な
ど
７
部

門
に
お
い
て
、
個
人
29
名
と
８
団
体
の

方
々
を
令
和
３
年
度
の
表
彰
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
を

紹
介
し
ま
す
。 

︵
敬
称
略
︶

　

２
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
た
表
彰
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

輝
か
し
い
功
績
を
称
え
て

◆
文
　
化
　
賞

　
学
術
、
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
、
著
し
い
業

績
を
お
さ
め
、
県
の
催
事
ま
た
は
選
手
権
等
に

出
品
ま
た
は
出
場
し
て
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め

た
方

古こ

川が
わ　
愛あ

唯ゆ
（
松
島
／
西
海
小
６
年
）

　

第
１
回
小
学
生
ご
み
ゼ
ロ
研
究
コ
ン
ク
ー

ル　

特
別
賞

齊さ
い
藤と
う　
　
仁じ
ん

（
赤
石
／
西
海
小
４
年
）

　

第
１
回
小
学
生
ご
み
ゼ
ロ
研
究
コ
ン
ク
ー

ル　

特
別
賞

白し
ろ
戸と　
　
心こ
こ
ろ（

富
根
町
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

令
和
３
年
度
防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

防

犯
標
語
の
部　

金
賞

柳や
な
ぎ
　
　
遥は
る
香か
（
本
町
一
丁
目
／
西
海
小
５
年
）

　

第
１
回
小
学
生
ご
み
ゼ
ロ
研
究
コ
ン
ク
ー

ル　

最
優
秀
賞

五ご
し
ょ
が
わ
ら
だ
い
い
ち
こ
う
と
う
が
っ
こ
う
つ
が
る
し
ゃ
み
せ
ん
ぶ

所
川
原
第
一
高
等
学
校
津
軽
三
味
線
部

神じ
ん　
　
愛あ
い
莉り（
２
年
）・
木き

村む
ら　
美み

紅く（
１
年
）

木き

村む
ら
優ゆ

希き

奈な（
１
年
）・
須す

藤と
う　
彩い
ろ
羽は（
１
年
）

　

第
42
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

郷
土
芸
能
部
門　

最
優
秀
賞

規模を縮小して行った贈呈式で
表彰状の贈呈を受ける増田さん

鰺ヶ沢中での贈呈の様子
（上・小笠原君、下・白戸さん）

2
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◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
著
し
い
業
績
を

お
さ
め
、
県
の
選
手
権
等
に
出
場
し
て
優
れ
た

成
績
を
お
さ
め
た
方

赤あ
か
石い
し　
璃り

愛あ
（
岩
谷
／
舞
戸
小
５
年
）

　

第
11
回
青
森
県
武
道
館
小
学
生
・
中
学
生

相
撲
大
会　

個
人
リ
ー
グ
戦
小
学
校
５
年
生

の
部　

第
３
位

石い
し
田た　
美み

蓮れ
ん

（
田
中
町
／
西
海
小
６
年
）

　

県
民
共
済
杯
第
29
回
日
本
空
手
協
会
青
森

県
空
手
道
選
手
権
大
会　

小
学
６
年　

女
子

形
の
部　

第
３
位

一い
ち
の
へ戸　
柾ま
さ
宏ひ
ろ

（
中
村
町
／
弘
前
高
２
年
）

　

令
和
３
年
度
秋
季
県
下
高
校
弓
道
大
会　

近
的
競
技　

男
子
個
人
の
部　

第
２
位

一い
ち
の
へ戸　
龍り
ゅ
う
ど
う道（

坂
本
二
／
五
所
川
原
農
林
高
３
年
）

　

第
74
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

相
撲
競
技　

体
重
別
個
人
１
０
０
㎏
級　

優

勝
ほ
か

岩い
わ
谷た
に
あ
か
り
（
坂
本
二
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

第
72
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

水
泳
競
技　

女
子　

２
０
０
ｍ
自
由
形 

第
８
位
ほ
か

小お

野の　
祥し
ょ
う
へ
い平（

日
照
田
町
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

第
72
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

水
泳
競
技　

男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー　

第
６
位

木き

村む
ら　
龍り
ず
む澄

（
保
木
原
／
五
所
川
原
農
林
高
３
年
）

　

第
74
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

相
撲
競
技　

体
重
別
個
人
80
㎏
級　

優
勝

工く

藤ど
う　
弘ひ
ろ
靖や
す

（
目
内
崎
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

２
０
２
１
年
度
青
森
県
中
学
校
新
人
陸
上

競
技
選
手
権
大
会　

男
子
１
年　

砲
丸
投　

第
３
位

工く

藤ど
う　
基も
と
誠な
り

（
目
内
崎
／
鰺
ヶ
沢
中
３
年
）

　

第
72
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

陸
上
競
技　

共
通
男
子
走
幅
跳　

第
５

位小こ

沼ぬ
ま　
史ふ
み
弥や
（
坂
本
二
／
五
所
川
原
工
業
高
３
年
）

　

第
70
回
青
森
県
秋
季
陸
上
競
技
選
手
権
大

会　

男
子
４
０
０
ｍ　

第
２
位　

渋し
ぶ
谷た
に
俐り

り々

愛あ
（
宮
浜
／
鰺
ヶ
沢
中
２
年
）

　

県
民
共
済
杯
第
29
回
日
本
空
手
協
会
青
森

県
空
手
道
選
手
権
大
会　

中
学
２
年　

女
子

形
の
部　

第
３
位

須す

藤と
う　
己お
と
道み
ち

（
南
浮
田
町
／
鰺
ヶ
沢
中
１
年
）

　

２
０
２
１
年
度
青
森
県
中
学
校
新
人
陸
上

競
技
選
手
権
大
会  

男
子
１
年  

１
５
０
０
ｍ 

第
１
位

長は

谷せ

川が
わ
由ゆ

海う
み

（
坂
本
二
／
舞
戸
小
６
年
）

　

第
40
回
青
森
県
小
学
生
秋
季
陸
上
競
技
交

流
大
会　

小
学
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投　

第
２
位

三み

浦う
ら　
孝こ
う
太た
（
上
野
／
鰺
ヶ
沢
中
２
年
）

　

第
51
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
青

森
県
予
選
会　

個
人
軽
量
級　

第
２
位

三み

浦う
ら　
智と
も
一か
ず

（
上
野
／
五
所
川
原
農
林
高
２
年
）

　

第
74
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

相
撲
競
技　

団
体
戦　

第
２
位
ほ
か

山や
ま
下し
た
龍り
ゅ
う
の
し
ん

乃
伸
（
山
子
／
鰺
ヶ
沢
中
３
年
）

　

第
72
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

水
泳
競
技　

男
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー　

第
３
位

あ
じ
が
さ
わ
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

成な
り
田た　
陽は
る
音ね
（
舞
戸
小
６
年
）・
秋あ
き
元も
と　
未み

宇う
（
舞
戸
小
６
年
）

一い
ち
戸の
へ　
莉り

祐ゆ
う（

舞
戸
小
６
年
）・
長は

谷せ

川が
わ
由ゆ

海う
み（

舞
戸
小
６
年
）

　

第
40
回
青
森
県
小
学
生
秋
季
陸
上
競
技
交

流
大
会　

小
学
女
子　

４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー　

第
５
位

あ
じ
が
さ
わ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

井い
の
上う
え　
稟り

鳳お
（
舞
戸
小
６
年
）・
神じ
ん　
　
暁あ
き
斗と
（
舞
戸
小
６
年
）

後ご

藤と
う　
康こ
う
汰た
（
西
海
小
６
年
）・
福ふ
く
井い　
蒼そ
う
汰た
（
西
海
小
６
年
）

井い
の
上う
え　
虎た
い
が翔（

舞
戸
小
５
年
）・
工く

藤ど
う　
暖ひ
な
た大（

舞
戸
小
５
年
）

斉さ
い
藤と
う　
典て
ん
我が
（
舞
戸
小
６
年
）・
大お
お
谷た
に　
悠は
る
ま馬（

西
海
小
５
年
）

三み

上か
み　
和か
ず
真ま
（
舞
戸
小
６
年
）

　

第
53
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
青
森
県
予
選
会　

男
子
の
部　

優
秀
賞

（
第
２
位
）

鯵あ
じ
ヶが

沢さ
わ
清せ
い
空く
う
館か
ん

渋し
ぶ
谷た
に
俐り

り々

愛あ
（
鰺
中
２
年
）・
齊さ
い
藤と
う　
優ゆ

咲い
（
鰺
中
２
年
）

﨑さ
き
野の　
詩し
い
か歌（

鰺
中
２
年
）

　

県
民
共
済
杯
第
29
回
日
本
空
手
協
会
青
森

県
空
手
道
選
手
権
大
会　

中
学
女
子　

形
・

組
手
団
体
の
部　

優
勝

鰺あ
じ
が
さ
わ
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
じ
ょ
し
す
い
え
い
ぶ

ヶ
沢
中
学
校
女
子
水
泳
部

岩い
わ
谷た
に
あ
か
り（
１
年
）・
岩い
わ
も
と本　
后み

央お
（
３
年
）

戸と

沼ぬ
ま　
恵え

奈な
（
１
年
）・
木き

村む
ら　
瑠る

花か
（
１
年
）

　

第
72
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

水
泳
競
技　

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー 

第
４
位

鰺あ
じ
が
さ
わ
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
だ
ん
し
り
く
じ
ょ
う
き
ょ
う
ぎ
ぶ

ヶ
沢
中
学
校
男
子
陸
上
競
技
部

工く

藤ど
う　
弘ひ
ろ
靖や
す（

１
年
）・
神じ
ん　
　
爽そ
う
志し
（
１
年
）

神じ
ん　
　
魁か
い
斗と
（
２
年
）・
石い
し
田た　
大た
い
虎が
（
２
年
）

須す

藤と
う　
己お
と
み
ち道（

１
年
）・
工く

藤ど
う　
基も
と
な
り誠（

３
年
）

　

第
72
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

陸
上
競
技　

男
子
総
合　

第
４
位

Ｔた

て

お

か

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｋ
Ａ　
Ｆえ
ふ
し
ーＣ　

Ｕ
あ
ん
だ
ー

－

15

島し
ま
川か
わ　
侑ゆ
う
大だ
い（

鰺
中
３
年
）・
福ふ
く
ざ
わ澤　
颯は
や
斗と
（
鰺
中
３
年
）

山や
ま
な
か中　
翔し
ょ
う央（

鰺
中
３
年
）

　

第
26
回
中
泊
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ 

中
学
生
の
部　

優
勝

◆ 

町
で
は
、
優
れ
た
功
績
を
お
さ
め
た
方

に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
表

彰
候
補
者
選
考
漏
れ
防
止
の
た
め
、
皆

さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※ 

学
年
は
、
表
彰
を
決
定
し
た
３
月
11
日

時
点
の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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令和４年度

施政方針

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
感
染

予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
町
内
の
事
業

者
に
対
し
て
の
持
続
化
給
付
金
や
、
農

業
者
、
漁
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
の
支
援
、
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
・
飲
食
券
の
発
行
な
ど
各
種
経

済
対
策
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
者
が

増
加
す
る
な
か
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

と
し
て
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
２

月
５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
接

種
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
４
月
中
旬
で

の
終
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
３
月
17

日
か
ら
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
を

対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
目
標（
指
針
）

　

令
和
４
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
も
、
就
任
当
初
よ
り
掲
げ
て
い
る
３

つ
の
目
標
で
あ
る
、「
誇
り
と
自
信
を

持
て
る
ま
ち
、
自
慢
で
き
る
ま
ち
」

「
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
た
い
と
思

う
魅
力
的
な
ま
ち
」「
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
み
た
い
と
思
う
生
活
し
や
す
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

地
方
創
生
の
名
の
も
と
、
各
自
治
体

で
は
魅
力
あ
る
地
域
の
創
造
を
目
的
に
、

地
域
を
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
町
の
様
々

な
資
源
を
「
あ
じ
が
さ
わ
ま
ち
の
強

み
」
と
し
て
内
外
に
売
り
込
み
、
町
へヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
呼
び
込
む
、
そ
し
て
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動
、
い
わ
ゆ

る
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
ち
づ
く
り

の
戦
略
と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
比

６
・
０
％
、
４
億
９
０
０
万
円
の
増
と

な
る
、
72
億
６
５
０
０
万
円
の
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。
歳
入
は
、
国
や
県
の

補
助
金
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
原

資
と
す
る
未
来
応
援
基
金
を
地
域
振
興

の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

歳
出
は
、
保
育
所
等
整
備
事
業
補
助
金

交
付
事
業
、
舞
戸
中
村
線
交
通
安
全
対

策
事
業
、
林
道
長
間
瀬
線
第
１
号
橋
補

修
事
業
等
が
主
要
な
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
事
業
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
事
務
事
業
の
合
理
化
、
経
費
の
縮

減
を
常
に
念
頭
に
入
れ
予
算
執
行
し
て

い
き
ま
す
。

■
産
業
経
済
の
振
興

　

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
基
盤
の

維
持
強
化
、
経
営
所
得
安
定
対
策
、
担

い
手
育
成
や
農
地
の
集
積
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
運
用
な
ど
、
国
、
県
の
支

援
策
を
有
効
活
用
し
、
農
林
業
所
得
の

向
上
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
り
ん
ご
黒
星
病
新
薬
購
入

費
へ
の
補
助
や
、
果
樹
農
家
の
安
定
生

産
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
大
型
捕
獲
ワ
ナ

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
被
害
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
電
気
柵
設
置
助
成
、

捕
獲
従
事
者
の
育
成
助
成
を
継
続
実
施

し
、
駆
除
体
制
の
強
化
と
被
害
防
止
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
鯵
ヶ
沢
町
漁

業
協
同
組
合
へ
の
新
た
な
冷
凍
設
備
導

入
を
図
り
、
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
の
材
料

不
足
解
消
や
水
産
物
の
販
路
拡
大
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
か
ら
鰺
ヶ
沢
産
魚

の
新
た
な
商
品
開
発
や
販
売
ル
ー
ト
開

拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
サ
ケ
の
回
帰
率
向
上
に
向

け
た
取
組
や
ヒ
ラ
メ
、
ア
イ
ナ
メ
、
マ

ゾ
イ
、
ア
ワ
ビ
等
の
放
流
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
ア
ユ
、
イ
ト
ウ
の
安
定
生

産
、
販
売
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
令
和
３
年
度
の

寄
附
額
が
最
高
額
を
更
新
し
、
３
月
末

に
は
３
億
３
千
万
円
に
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の
産
品
が
全
国

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

町
の
魅
力
発
信
と
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
大
い
に
活

用
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
は
、
創
業
支
援
や
空

き
店
舗
対
策
に
係
る
支
援
、
各
種
融
資

制
度
の
保
証
料
補
助
や
利
子
補
給
等
の

事
業
を
継
続
し
、
中
小
企
業
の
経
営
安

定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し

て
、
鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
が
実
施
す
る
、

「
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」

発
行
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
ほ
か
、
町

内
で
の
消
費
喚
起
と
外
貨
獲
得
の
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　

観
光
の
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

北
東
北
３
県
、
観
光
関
連
業
者
等
が
一

体
と
な
り
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
北
東
北
３
県
が
脚
光

を
浴
び
る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
好
機

と
し
て
、
今
年
開
催
さ
れ
る
白
八
幡
宮

大
祭
や
食
の
３
大
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

「
鰺
ヶ
沢
を
拓
い
た
天
童
山
」
を
テ
ー

マ
に
、
天
童
山
が
鰺
ヶ
沢
城
だ
っ
た
歴

史
を
伝
え
る
た
め
の
御
城
印
の
発
行
や
、

天
童
山
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
鰺
ヶ

沢
漁
港
が
起
工
90
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
由
緒
あ
る
港
町
の
歴
史
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
日
本
遺
産
の

北
前
船
寄
港
地
の
歴
史
を
含
め
天
童
山

周
辺
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
景
観
に
配

慮
し
た
、
ま
ち
な
み
再
生
調
査
や
ま
ち

歩
き
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
港
町
歴
史
さ

ん
ぽ
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
Ｊ
Ｒ
鰺
ケ
沢
駅
周
辺
の
賑
わ
い

創
出
を
目
的
に
駅
前
広
場
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
令
和
５
年
度
に
白
神
山
地
が

世
界
自
然
遺
産
登
録
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
白
神
の
森
遊
山
道
で
の
職

員
巡
回
や
セ
ン
サ
ー
監
視
の
調
査
を
行

い
、
安
全
性
を
確
認
し
た
う
え
で
、
利

用
再
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

津
軽
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
ク
ラ
ン
ピ
オ

ニ
ー
津
軽
」
は
、
津
軽
地
域
の
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
策
定
や
、
体
験

型
旅
行
商
品
の
販
売
が
で
き
る
観
光
情

報
サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
、
津
軽
圏
域
の
観
光
振
興
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

友
好
協
定
５
年
目
を
迎
え
る
岩
手
県

久
慈
市
と
は
、
引
き
続
き
観
光
、
物
産

を
は
じ
め
相
互
の
交
流
を
進
め
る
と
と

も
に
、
秋
に
は
、
津
軽
藩
ゆ
か
り
の
５

つ
の
自
治
体
が
久
慈
市
に
参
集
し
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

■ 

高
速
交
通
体
系
の
整
備
・

津
軽
港
の
利
活
用

　

津
軽
自
動
車
道
は
、
柏
～
浮
田
間
に

つ
い
て
、
国
、
県
へ
積
極
的
に
足
を
運

び
、
早
期
開
通
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
県
管
轄
の
道
路
、
河
川
の
維
持
補

修
や
整
備
な
ど
、
県
単
独
事
業
に
つ
い

　令和４年鰺ヶ沢町議会第１回定例会の開会初日、
平田衛町長が述べた令和４年度の施政方針から、
主要な施策についてその概要をお知らせします。
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て
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 

　

津
軽
港
は
、
浚
渫
及
び
七
里
長
浜
橋

の
補
修
を
行
い
、
津
軽
地
域
の
経
済
・

産
業
発
展
と
観
光
振
興
の
た
め
の
港
を

目
指
し
、
関
係
14
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
洋
上
風
力
発
電
は
、
将

来
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
地
域
振
興

策
の
両
面
か
ら
、
近
隣
の
自
治
体
、
漁

業
協
同
組
合
、
県
や
関
係
機
関
と
も
慎

重
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
調
査
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

■ 

保
健
・
福
祉
・
医
療
対
策

等
の
充
実

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
親
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
運
動
教
室
や

栄
養
教
室
の
開
催
、
心
の
健
康
づ
く
り

事
業
、
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
事
業
な
ど

の
事
業
継
続
と
と
も
に
、
町
の
総
合
健

診
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

努
め
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
、
健
康
長
寿
の
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
児

健
診
に
屈
折
視
力
検
査
を
新
規
導
入
し

て
い
き
ま
す
。

　

母
子
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
妊
産

婦
の
産
前
産
後
ケ
ア
、
マ
マ
サ
ポ
ー
ト

事
業
な
ど
母
子
に
寄
り
添
っ
た
助
産
師

に
よ
る
訪
問
や
相
談
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
事
業
に
よ
り
、
子
ど
も

家
庭
支
援
員
を
配
置
し
、
子
育
て
家
庭

へ
の
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

　

地
域
福
祉
で
は
、
鯵
ヶ
沢
町
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
強
化

を
図
り
、「
第
２
次
鰺
ヶ
沢
町
地
域
福

祉
計
画
」
と
鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
策
定
し
た
「
第
５
次
鰺
ヶ
沢
町
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
に
沿
っ
て
地
域
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
お
互

い
を
尊
重
し
、
支
え
あ
い
な
が
ら
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、「
手
話
言
語
条
例
」
を
制

定
し
、
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

一
方
、
介
護
、
障
が
い
、
子
育
て
、

生
活
困
窮
と
い
っ
た
分
野
別
の
こ
れ
ま

で
の
相
談
体
制
で
は
解
決
に
結
び
つ
か

な
い
よ
う
な
、
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
に

対
応
す
る
た
め
、「
鰺
ヶ
沢
町
福
祉
安

心
・
安
全
支
援
事
業
」、
い
わ
ゆ
る
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支

援
体
制
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

管
内
認
定
こ
ど
も
園
に
は
、
保
育
所

等
整
備
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
な
ど
、
今
後
も
幼
児
教
育
に

対
し
て
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
病
院
は
、
近
年
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
の
導
入
に
よ
る
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
医
療
の
提
供
、
リ
ハ
ビ
リ

部
門
の
体
制
充
実
、
院
外
薬
局
に
よ
る

後
発
医
薬
品
の
利
用
促
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
地
域
の
利
用
者

か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
健
全
な
病
院
経
営
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
整
備
、
充
実

　

町
道
は
、
第
一
中
学
校
線
、
舞
戸
中

村
線
、
赤
石
上
通
り
線
、
目
内
崎
開
源

橋
線
な
ど
の
改
良
事
業
や
、
舞
戸
中
村

線
交
通
安
全
対
策
事
業
、
神
禮
橋
の
橋

梁
改
修
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
道
路
、

交
通
確
保
に
向
け
、
計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
建
物
の
老
朽
化
の
調

査
と
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
今
後

の
修
繕
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

水
道
事
業
は
、
衛
生
的
な
水
の
安
定

供
給
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
芦
萢
地

区
の
配
水
管
布
設
替
え
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

浜
町
地
区
、
新
地
町
及
び
漁
師
町
地
区

の
整
備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
施
設
で
あ
る

エ
コ
ク
リ
ー
ン
ア
フ
イ
の
焼
却
施
設
は
、

供
用
開
始
か
ら
21
年
が
経
ち
老
朽
化
に

よ
り
処
理
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
安
心
、
安
全
、
安
定
し
た
管
理

運
営
を
行
う
た
め
大
規
模
改
修
事
業
に

着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
廃
棄
物
の
適
正
か

つ
円
滑
な
処
理
の
実
施
を
図
る
た
め
、

鰺
ヶ
沢
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
あ
じ
バ
ス
」
は
、
高
齢

者
の
貴
重
な
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
鰺
ヶ
沢
町
地

域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
着
手
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
安
全
な
運
行
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

防
災
・
消
防
行
政
は
、
引
き
続
き

鰺
ヶ
沢
町
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
地

域
住
民
と
の
連
携
協
力
に
よ
る
防
災
訓

練
の
実
施
や
町
民
の
防
災
意
識
向
上
を

図
り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
種
多
様

な
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
消
防
体
制

強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
情

報
の
一
元
化
に
よ
る
迅
速
な
出
動
態
勢
、

応
援
・
受
援
体
制
の
構
築
に
よ
る
災
害

対
応
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
弘
前
・

西
北
五
地
域
３
消
防
本
部
に
よ
る
指
令

セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
事
業
に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

■
教
育
文
化
環
境
の
整
備

　

学
校
教
育
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
対
応
し
た
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活

用
し
た
学
習
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指

導
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も

に
、
学
習
ア
プ
リ
や
指
導
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
を
使
っ
た
学
習
活
動
を
展
開

し
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

一
方
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ

い
て
は
、
支
援
員
を
１
名
増
員
し
、
11

名
の
配
置
に
よ
り
手
厚
い
支
援
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
応

す
る
た
め
、
西
北
管
内
の
広
域
連
携
に

よ
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
等
、

再
登
校
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
新
入
生
の
入
学
時
の
教
材
等

の
購
入
補
助
や
全
校
生
徒
の
各
種
検
定

料
の
支
援
な
ど
、
鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
の

存
続
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業
や

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
養
う
Ｅ
Ｃ
み
ら
い

塾
の
開
講
な
ど
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
社
会
教
育
推
進
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
配
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
を
な
す
人
材
を
育
成
し
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
人
が

様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
機
会
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
は
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
自
信
を
持
ち
、
新
し
い
時
代
を
主

体
的
に
切
り
拓
い
て
い
く
児
童
生
徒

を
育
成
す
る
た
め
、「
自
然
・
環
境
」

「
歴
史
・
文
化
」「
産
業
・
経
済
」
そ

し
て
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
４
つ
の

柱
で
、
小
中
９
年
間
の
一
貫
し
た
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

歴
史
、
文
化
の
継
承
は
、
白
八
幡
宮

大
祭
行
事
の
保
存
伝
承
と
大
祭
行
事
を

活
用
し
た
文
化
振
興
及
び
地
域
振
興
を

目
的
と
す
る
、
白
八
幡
宮
大
祭
文
化
保

存
会
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
く
と
と
も

に
、
今
年
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
白

八
幡
宮
大
祭
の
開
催
に
対
し
て
も
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

■ 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

　
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
今
後
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
進
展
に
伴
い
、
町
民
の
皆
様
の
行
政

手
続
の
利
便
性
向
上
と
、
業
務
の
効
率

化
を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

行
政
手
続
き
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
町
民
の
皆

様
の
取
得
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
く
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
結
び

　

ま
ち
づ
く
り
は
決
し
て
一
人
で
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
行
政
と
町
民
の
皆

様
が
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
と
も
に
汗

を
か
き
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
令
和
４
年

度
の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。
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令和４年度　施政方針



　令和４年度一般会計予算額は、前年度比4億900万円増となる、72億6500万円となりました。
　増額となった主な要因は、町道新設改良事業や保育所等整備事業補助金などの普通建設事業費が増となったため
です。
　ソフト事業は、中学生までの医療費無料化、地域活性化に向けたタウンプロモーション事業などを引き続き予算
化しました。
　また、新型コロナウイルス感染症対策事業やワクチン接種事業についても予算化しています。
　今後も自主財源が乏しく厳しい財政状況が続いていくことが予想されますが、歳出面で一層の経費削減を図り健
全な財政運営を目指します。予算の内訳等については次のとおりです。　

＜一般会計とは＞福祉や教育、道路整備など、町政運営の基本となる会計のこと

▼歳入（入るお金）
＜町　　　税＞　�住民税や軽自動車税など、皆さ

んに納めていただくお金
＜地方譲与税＞　国税の一部を譲り受けるお金
＜地方交付税＞　国から交付されるお金
＜国庫支出金＞　�特定の事業を行うために国から

受ける補助金など
＜県 支 出 金＞　�特定の事業を行うために県から

受ける補助金など
＜繰　入　金＞　�基金（貯金）や特別会計から繰

り入れるお金
＜町　　　債＞　�特定の事業を行うために国から

借り入れるお金
＜そ　の　他＞　使用料や手数料などのお金

町債
40,270
（5.6%）

県支出金
55,357
（7.6%）

依存財源（76.1％）

町税
79,350
（10.9%）

国庫支出金
86,293
（11.9%）

地方交付税
341,500
（47.0%）

地方譲与税など
29,490（4.0％）

自主財源
（23.9％）

3,157（0.4%）
7,415（1.0%）

0（0.0%）
7,986（1.1%）
1,785（0.3%）
43,897（6.1%）
30,000（4.1%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
繰 越 金
諸 収 入
財 産 収 入
繰 入 金
寄 附 金

歳　入
（単位：万円）

総務費
182,888
（25.2%）

土木費
75,251
(10.4%)

民生費
196,019
（27.0%）

衛生費
41,765
（5.8%）

農林水産費
42,466
（5.8%）

教育費
43,158(5.9%)

消防費
43,668(6.0%)

6,536（0.9%）
114（0.0%）
300（0.0%）

目的別

公債費
85,206
(11.7%)

議会費
労働費
予備費商工費

9,129(1.3%)

人件費
114,867
（15.8%）

物件費
98,052
（13.5%）

繰出金
90,495
（12.5%）

公債費
85,206
（11.7%）

補助費等
141,551
（19.5%）

普通建設事業費
59,438
（8.2%）

扶助費
90,892
（12.5%）

維持補修費
積　立　金
投資・出資金・貸付金
予　備　費

15,208（2.1%）
30,132（4.1%）
359（0.1%）
300（0.0％）

義務的
経費
290,965
（40.0%）

その他
経費
376,097
（51.8%）

投資的経費
59,438
（8.2%）

▽性質別

歳　出
（単位：万円）

▽目的別

令和４年度� 一般会計当初予算 72億6,500万円

▼歳出（出るお金）
＜議会費＞
　議員の報酬や議会運営に必要なお金
＜総務費＞
　町の総括的な事務事業や財産管理などに
必要なお金
＜民生費＞
　高齢者や障がい者、児童などの福祉や医
療充実などに必要なお金
＜衛生費＞
　予防接種や各種健診、また、し尿・ごみ
処理などに必要なお金
＜労働費＞
　勤労者体育センターなどの維持に必要な
お金
＜農林水産業費＞
　農業、林業、水産業振興に必要なお金
＜商工費＞
　商工業、観光振興に必要なお金
＜土木費＞
　道路改良や維持、町営住宅の整備などに
必要なお金
＜消防費＞
　消防や救急活動、防災に必要なお金
＜教育費＞
　小・中学校運営や社会教育活動などに必
要なお金
＜公債費＞
　借入金（借金）の返済に充てるお金

▼自主財源とは…町が自主的に収入できる財源
▼依存財源とは…�国や県などから定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源
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　地方消費税交付金の社会保障財源化分を充てる、鰺ヶ沢町における社会保障施策の経費の内訳は下記のとお
りです。

【歳入】地方消費税交付金（社会保障財源化分）　 1億1,707 万円
【歳出】充当する社会保障施策に要する経費　　　 20億7,754 万円 

事　業　名 ４年度
予算額

財源内訳
特定財源 一般財源

国県補助金 その他 地方消費税交付金 その他
1 社会福祉（高齢者、障がい者など） 13億5,404万円 8億6,453万円 1億1,474万円 4,697万円 3億2,780万円

2 社会保険（国保、後期高齢など） 6億　615万円 1億3,009万円 0万円 5,900万円 4億1,706万円

3 保健衛生（予防、母子保健など） 1億1,735万円 2,346万円 431万円 1,110万円 7,848万円

合　 計 20億7,754万円 10億1,808万円 1億1,905万円 1億1,707万円 8億2,334万円

令和４年度予算 地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費

★令和４年度の主な事業（一般会計分）★
＜総務＞
　＊老朽化施設解体事業…1,755万円
　＊コミュニティバス運行業務委託…1億3,539万円
　＊タウンプロモーション推進事業…1,405万円
　＊新型コロナウイルス感染症対策費…6,781万円
　＊鰺ヶ沢高校支援事業助成金…200万円
＜保健・福祉・医療＞
　＊重層的支援体制整備事業…9,354万円
　＊保育所等整備事業補助金…2億1,057万円
　＊子ども医療費助成…2,030万円
　＊放課後ルーム事業…1,130万円
　＊新型コロナウイルスワクチン接種事業…2,008万円

＜産業土木＞
　＊森林経営管理事業…1,085万円
　＊創業支援・空き店舗活用補助金…320万円
　＊商工振興事業費補助金…100万円
　＊町観光協会補助金…1,600万円
　＊駅前線道路改良事業…4,300万円
　＊舞戸中村線道路改良・交通安全対策事業…1億円
＜教育＞
　＊ICT教育推進事業…971万円
　＊白八幡宮大祭文化保存費…284万円
　＊白八幡宮大祭実行委員会助成金…200万円
　＊町スポーツ協会活動費補助金…112万円

特別会計予算 37億7,281万円の内訳
会計名 令和４年度 令和３年度 増減額 ＜特別会計とは＞

国民健康保険や介
護保険、下水道な
ど、一般会計と区
分した特定事業の
会計のこと

国民健康保険事業 15億3,278万円 15億4,985万円 ▲1,707万円
農業集落排水事業 1億5,772万円 1億5,383万円 389万円
小規模水道事業 615万円 613万円 2万円
公共下水道事業 3億3,853万円 2億5,440万円 8,413万円
墓地公園事業 20万円 20万円 0万円
介護保険事業 15億3,920万円 15億6,547万円 ▲2,627万円
後期高齢者医療 1億5,609万円 1億4,423万円 1,186万円
水産業振興事業 3,287万円 3,390万円 ▲103万円
北浮田財産区 113万円 65万円 48万円
長平財産区 64万円 62万円 2万円
浜横沢財産区 74万円 72万円 2万円
中村財産区 72万円 79万円 ▲7万円
舞戸財産区 604万円 789万円 ▲185万円

企業会計予算　＜企業別会計とは＞企業経営という観点から、独立して経理をする会計のこと
会計名 収支 令和４年度 令和３年度 増減額

水道事業

収益的収入 2億7,990万円 2億9,028万円 ▲1,038万円
　〃　支出 2億6,963万円 2億7,939万円 ▲976万円
資本的収入 1億4,977万円 1億3,353万円 1,624万円
　〃　支出 2億6,318万円 2億5,335万円 983万円
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町職員の給与・定員管理の状況を公表します

114,398
万円

普通会計人件費内訳

職員給与
65,702万円

特別職給与　2,788万円

退職手当組合負担金
11,185万円

委員等報酬　
15,421万円

議員報酬手当等
3,738万円

共済組合等負担金
15,484万円

災害補償費　80万円

1,014,805
万円

普通会計決算歳出額
人件費　114,398万円

その他　900,407万円

（人件費率は11.3％）
（注）　１．決算歳出額は地方財政状況調査によるものです。
　　　　２．人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害補償費などを含みます。
　　　　３．令和元年度の人件費率は、15.0％です。

＜町では、職員の給与と定員管理の適正化について広く町民の理解を得るため、次のとおり公表します。＞

1　人件費の状況（令和２年度普通会計決算）

６　職員手当の状況（令和３年４月１日現在）
鰺 　 ヶ 　 沢 　 町 国

期末・勤勉手当 退職手当 期末・勤勉手当 退職手当
（令和２年度の支給割合）

　　　　 期　末　　 勤　勉
6月期　1.25月分   0.90月分

12月期　1.20月分　  0.90月分
計　　2.45月分　  1.80月分

　職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置　有

（支給率）　 自己都合　 定年・応募認定
勤続20年　19.6695月分　 24.586875月分
勤続25年　28.0395月分　 33.27075月分
勤続35年　39.7575月分　 47.709月分
最高限度額　 47.709月分　 47.709月分
平均支給額　 　 17,704万円

　その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2～45％加算）
　退職時特別昇給　なし

（令和２年度の支給割合）
　　　　 期　末　　 勤　勉

6月期　1.30月分   0.95月分
12月期　1.25月分　  0.95月分

計　　2.55月分　  1.90月分

　職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置　有

（支給率）　 自己都合　 定年・応募認定
勤続20年　19.6695月分　 24.586875月分
勤続25年　28.0395月分　 33.27075月分
勤続35年　39.7575月分　 47.709月分
最高限度額　 47.709月分　 47.709月分

　その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2～45％加算）
　退職時特別昇給　なし

（注）退職手当平均支給額は、令和２年度に退職した全職種に係る職員に支給された１人あたりの平均額です。

5　一般行政職の級別職員数の状況（令和３年４月１日現在）
級別 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な職務内容 主事・主事補・任期付 主査 主幹・副主幹・専門員 班長・総括主幹 課長・課長代理 参事・総務課長 －
職 員 数（ 人 ） 20 4 29 36 13 2 104

構 成 比（ ％ ） 19.2 3.9 27.9 34.6 12.5 1.9 100

（注）　１．鰺ヶ沢町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

63,306
万円

一般会計予算職員給与費
給料
43,052万円

職員手当
3,712万円

期末・勤勉手当
16,542万円

2　職員給与費の状況
　（令和３年度一般会計予算）

3　職員の平均給料・平均給与及び平均年齢等の状況
　（令和３年４月１日現在）

（予算人員111人、1人当たり給与費570万円）
（注）１．給与費は、当初予算額です。
　　　２．給与費には、退職手当を含みません。

4　一般職職員の初任給の状況
　　（令和３年４月１日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均給与月額 職員数 平均経験年数 平均年齢
一般行政職 319,000円 338,933円 104人 23年08月 44.80歳

区　　　分 鰺　ヶ　沢　町
初　 任 　給（国と同様） 採用２年経過日給料額

行政職 大　卒 182,200円 193,900円
高　卒 150,600円 158,900円

（注）１．区分は、給与実態調査によるものです。
　　　２．給与には、給料のほか各種手当（扶養・通勤・住居・時間外ほか）

を含みます。

　公表様式は、全国統一となっております。
　なお、さらに詳しい状況については、近日中に町ホームページで公表いたします。
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特
殊
勤
務
手
当
（
２
年
度
）

区　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 ０％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 ０円

代 表 的 な 手 当 の 名 称 伝染病防疫
作業手当

時
間
外
勤
務
手
当

元年度
支　給　総　額 14,267千円

職員１人当たり支給年額 117千円

２年度
支　給　総　額 4,214千円

職員１人当たり支給年額 37千円

（注） 元年度は、選挙事務があったことから支給額が多く
なっています。

区分 内　　　　容（月　　額） 国の制度
との異同

扶養手当

配偶者 6,500円

同
父母等 6,500円

子 10,000円

16歳から22歳までの子の加算額
　　　　　　　　　　　　　１人につき　5,000円

住居手当 借　家　（借　間）　　　　　　限度額　27,000円 同

通勤手当
交通機関等利用者　　　限度額　　　　　55,000円
交通用具利用者　　　　2㎞　　 （2,000円）～
（自家用車等）　　　　80㎞以上（46,000円）

異
（県と同じ）

8　部門別職員数の状況と主な増減理由
区　　　　　分 職員数（人） 増減（人） 主な増減理由令和２年① 令和３年② ②－①

一 般 行 政 部 門

議 会 2 2 0

総 務 企 画 42 37 △ 5
再任用短時間職員及び会計年度任用職員対応による
職員数減

税 務 5 7 2 業務強化に伴う職員数増
民 生 16 16 0

衛 生 6 6 0

農 林 水 産 13 11 △ 2 業務兼務及び再任用短時間職員対応による職員数減
商 工 6 7 1 業務強化に伴う職員数増
土 木 9 9 0

小 計 99 95 △ 4

特 別 行 政 部 門 教 育 19 16 △ 3 再任用短時間職員対応による職員数減
小 計 19 16 △ 3

普　通　会　計 118 111 △ 7

公 営 企 業 等
会 計 部 門

病 院 0 0 0

水 道 5 5 0

下 水 道 0 0 0

そ の 他 13 13 0

小 計 18 18 0
合　　　　　計 136 129 △ 7

（注）１．職員数は地方公務員の身分を保有する休職者等を含み、会計年度任用職員等を除いています。
　　　２．職員数のとらえかたの違いにより、給与の状況等における職員数とは一致しません。

７　特別職の報酬等の状況（令和３年４月１日現在）
区　分 給料月額等 期　末　手　当

給　料
町　　　長
副　町　長
教　育　長

707,000円
565,000円
509,000円

（3年度支給割合）
6月期　1.35　月分

12月期　1.50　月分
計　　2.85　月分

報　酬
議　　　長
副　議　長
議　　　員

245,000円
210,000円
200,000円

（3年度支給割合）
6月期　1.35　月分

12月期　1.50　月分
計　　2.85　月分

9　職員数の推移� （単位：人）　　　　　　　

年　度
部門別

29年 30年 元年 2年 3年
過去５年間の増減数（率）
（人） （％）

一 般 行 政 108 106 102 99 95 ▲ 13 （　▲ 12.0）

教 　 育 17 16 16 19 16 ▲ 1 （　 ▲ 5.9）

消 　 防

普 通 会 計 計 125 122 118 118 111 ▲ 14 （　▲ 11.2）

公営企業等会計計 19 18 18 18 18 ▲ 1 （　 ▲ 5.3）

総 合 計 144 140 136 136 129 ▲ 15 （　▲ 10.4）

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。
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　昨年６月10日、東京オリンピック聖火リレーの代わりに開
かれた点火セレモニーに、町出身で木造高校３年の長谷川理央
さんが参加しました。
　２月25日、長谷川さんが点火セレモニーで使用したトーチ
を「お世話になった町へ恩返し」として寄贈しました。
　世界ジュニア女子相撲での優勝など、女子相撲の魅力を発信
し続ける姿が評価され聖火ランナーに選ばれた長谷川さんは、
春から慶応大学に進学します。「いずれ女子相撲選手が仕事と
競技を両立できるような団体を作りたい。それに役立つことを
学びたい」と話す長谷川さんのさらなる活躍が期待されます。

長谷川理央さんが聖火リレートーチを寄贈

　東奥日報社主催の第11回東奥児童書道展で、鰺ヶ沢こども
園（齊藤芳子園長）の齋藤星

せ

空
ら

君（６歳）が準特選を受賞しま
した。
　齋藤くんは「賞をもらって嬉しい。筆をまっすぐ持って書く
のが難しかった」と話してくれました。
　町内こども園・保育園児の入選者は以下のとおりです。

　　 町内児童の入選者 　　
準特選　齋藤星空君（鰺ヶ沢こども園）
入　選　寺田　優さん（みなみ保育園）
　　　　滝渕彩

あ や み

心さん（鰺ヶ沢こども園）

齋藤星空君が東奥児童書道展で準特選

　町出身で元幕内誉富士の楯山親方（本名：三浦歓之／上野／伊
勢ヶ濱部屋）の断髪式が２月19日、両国国技館で行われ、師匠の
伊勢ヶ濱親方の止めばさみで大銀杏が切り落とされました。

【元誉富士さんからのメッセージ】
　この度はコロナ禍のなか、なんとか皆さまのおかげで無事に誉富士
改め楯山襲名披露断髪式を終えることができました。
　現役中は町民の皆さまには多くの熱い応援を頂き、大変励みになり
ました。誠にありがとうございました。
　今後は伊勢ヶ濱部屋の部屋付きの親方として、後進の指導に励んで
まいります。また鰺ヶ沢町から横綱、大関を育てたいと思っておりま
す。引き続きのご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

元誉富士が断髪式　町にメッセージ

トーチを寄贈する長谷川さん（左）と平田町長

断髪式の様子

賞状を手にする齋藤君と受賞作品

再任の挨拶
　このたび、令和３年第４回定例会におきまして、町議会の同意をいただき、
３月１日付けで引き続き副町長を務めさせていただくことになりました。
　コロナ禍という未経験の社会不安が続いているなか、もとより微力ではご
ざいますが、平田町長を補佐し、議会や関係団体等の皆様と連携を図りなが
ら、町長が掲げる政策実現のため、誠心誠意全力を尽くしてまいる所存でご
ざいます。
　何とぞ、町民の皆様の温かいご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げ
まして、再任のご挨拶とさせていただきます。
 鰺ヶ沢町副町長　加藤　隆之

任期満了により副町長に加藤隆之氏が再任
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～鰺ヶ沢高校行事予定（４月）～
◦７日（木）　 新任式・入学式
◦８日（金）　 １学期始業式・身体測定
◦11日（月）　生徒会入会式
　　　　　　 新入生オリエンテーション
・12日（火）　委員会組織会
　　　　　　 新入生オリエンテーション
◦13日（水）　部活動組織会
◦22日（金）　前期生徒大会
◦26日（火）　交通安全教室

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
　ＨＰ　http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

○
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
１
日
（
火
）、
令
和
３
年
度
卒
業
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
や
保

護
者
が
見
守
る
な
か
、
23
名
の
卒
業
生
が

凜
々
し
く
爽
や
か
に
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

○
表
彰
式
・
緑
ヶ
丘
同
窓
会
入
会
式

　

２
月
28
日
（
月
）、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
校
生
活
で
の
卒
業
生
の
様
々
な
努

力
が
認
め
ら
れ
、
下
記
の
と
お
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
緑
ヶ
丘
同
窓
会
入

会
式
で
は
、
同
窓
会
副
会
長
の
今
千
恵
様
か

ら
卒
業
生
へ
歓
迎
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
代

表
生
徒
が
理
事
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
卒

業
生
は
、
こ
れ
か
ら
同
窓
生
と
し
て
鰺
高
と

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

    

鰺
高
通
信

◆令和３年度卒業生の表彰者◆
校内賞 表　　彰　　者
優良賞 佐藤　優吏　　兼平　南香　　　　　　　

皆勤賞 網野　寧皇　　斎藤　健太　　佐藤　優吏
舘山　綾飛　　寺沢　　蓮　　石田　　怜

校内賞 活　動　内　容 表　彰　者

精励賞

生徒会、ＳＢＰ研究会、ＥＣみらい塾 外﨑　大貴
生徒会、ＳＢＰ研究会 柏木　健佑　　舘山　綾飛
生徒会、ＥＣみらい塾 寺沢　拓海

生徒会 佐藤　優吏

ＳＢＰ研究会

成田　詩穂　　石田　　怜
兼平　南香　　千葉和乃華
冨野　怜奈　　成田　瑞穂
山下麗緒菜

水泳部 木村　直生
陸上競技部 寺沢　　蓮

ＥＣみらい塾 斎藤　健太　　安田　琉晟
中村佳奈美　

校　　外　　賞 表　　彰　　者
青森県高等学校ＰＴＡ連合会長賞 石田　　怜
全国商業高等学校協会卒業生成績優秀者 安田　琉晟

日本電卓技能検定協会
日本電卓技能検定協会賞

佐藤　優吏　　神　樹希斗
神　真輝斗　　安田　琉晟
成田　恵実　

卒業証書授与式の様子

表彰式の様子緑ヶ丘同窓会入会式で委嘱を受ける様子
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　野菜は１日350g摂りましょう！…と言われますが、なかなか摂れないので、野菜ジュースを飲んで
いるという方も多いのではないでしょうか？
　そこで、野菜を食べることと野菜ジュースやサプリメントを飲むことでは、体のなかでどのような違
いがあるのか比べてみましょう。

野菜ジュースやサプリメント
100kcal ／１本

影響が
出る
ところ

野　　　菜
80kcal ／350g

噛まないので、満足感が得られにくい 脳
噛むことで脳への血流が増えるので、
頭の働きが良くなり、老化防止になる

噛まないので口のまわりの筋肉が発達せず、
発音にも影響するおそれがある

口
噛むことであごの発育に役立ち、
歯並びも良くなり、発音も良くなる

胃を素通りしてしまうので腹持ちがせず、
すぐにお腹が空く

胃
2～3時間かけてドロドロになるので、

かさが増えて腹持ちが良い

インスリンが急出動！
そのためすい臓に負担がかかる

すい臓
インスリンがゆっくり出動するので、

血糖値の変動もゆっくり

一気に吸収！ 小腸
腸の壁にくっつくので、

糖やコレステロールの吸収がゆっくり

食物繊維が少ないので、
大腸の動きが少ない

大腸
食物繊維が腸内細菌のエサになるので、
免疫を高め、がん予防に役立つ

摂りすぎたビタミン類を尿へ排出するのに、
腎臓が大忙し

腎臓
尿酸やナトリウムを尿へ排泄するので、

高血圧や結石の予防になる

便の材料がないので、
便秘の原因になりやすい

便
便量を増やすので、

便秘予防、大腸がん予防に役立つ

　このように、野菜にはたくさんの効果があるため、できるだけ野菜を食べるようにし、どうしても食
べられない時に野菜ジュースやサプリメントで不足しがちな栄養素を補うようにしましょう。また、野
菜ジュースには、飲みやすいように果汁入りのものがありますが、血糖値上昇につながる可能性もある
ので、野菜100％のものを選びましょう。

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

【野菜と野菜ジュース・サプリメントの違い】

４月のテーマ「野菜」

野菜ジュースやサプリメント
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【４月の乳幼児健診日程】※受付時間をご確認のうえ、ご来場ください。
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持参するもの

乳児健診 ４月28日（木）
［13：00～13：20］

中央公民館
２階和室

3か月児：令和３年12月生まれ�
6か月児：令和３年10月生まれ
10か月児：令和３年 6月生まれ

母子健康手帳
バスタオル　　

★ご進級・ご卒業・ご入学
おめでとうございます★

　出会いと別れの季節、春がきましたね。
　これまで、放課後ルームをご利用のお子さんたち
も、進級や卒業をきっかけに放課後ルームから卒業
していきます。さびしいな…でも、成長した姿を見
るととってもうれしいです。みんな、４月からも元
気に頑張ってください。
　放課後ルームで遊んだこと、お友達とケンカした
こと、楽しかったことも楽しくなかったことも、成
長の糧にして、大きくはばたいていってほしいです。
　保護者の皆さま、放課後ルームの運営にご理解ご
協力くださり、本当にありがとうございました。

令和４年度もどうぞよろしくお願いします(^-^)
※�ご意見等ございましたら、お気軽にご連絡くださ
い。

家事のコツ
　育児と切っても切り離せない「家事」。
　家事って、他の分野よりも得意・不得意が影響す
るものだと思います。不得意な人にとっては修行の
ようで、辛くて嫌で避けたい…この気持ちは得意な
人にはなかなか理解してもらえないかもしれません。
そして、家事ってなんだか終わりがないように感じ
てしまう…。
　もしかして、「コツ」がわかってきたら、楽し
かったりするのでしょうか。今回はその「コツ」の
一部をご紹介します。
　コツその１　ためない　
　　�少量だとできることも大量だと重労働になるの
で、食器も洗濯物もなるべくためない。

　コツその２　収納する場所を作る
　　�食器や衣類、すぐに散らかってしまうお子さん
のおもちゃも、置き場所、しまう場所を決めて
おく。

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内156・157）  メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

　　五所川原保健所　こころの健康相談
４月14日（木）13：00～14：00　電話　0173⊖34⊖2108（要予約）

◆◇ あじがさわ元気健康ポイントラリー　当選者決定！ ◇◆
　令和３年度のあじがさわ元気健康ポイントラ
リーには、昨年度を上回る1470口の応募があ
り、抽選の結果、100名の当選者が決定しまし
た。おめでとうございます！
　多数のご参加、ありがとうございました。
　なお、令和４年２月以降に発行したポイント
ラリーのチケットは、令和４年度のポイントラ
リーにお使いいただけますので、ぜひご応募く
ださい。

【抽選結果】
　町内宿泊施設
　１泊２日ペア宿泊券� ６名
　商品券5,000円分� 20名
　商品券3,000円分� 40名
　町指定ゴミ袋� 34名
※�当選者には２月21日に当選のお知らせハガ
キを発送しました。

問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）
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　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが健康
で元気に過ごすための必要な情報を提供し、ドク
ターからのアドバイスを紹介するコーナーです。
（広報あじがさわでは不定期で掲載しています。）

　最近、歯ぎしりが原因ではないかと思われるお口
のトラブルが増えています。そのような患者さんに
「歯ぎしりが原因かもしれませんね」と言うと、ほ
とんどの方が「私、歯ぎしりしてるって言われたこ
とないので、していないと思います」と答えられま
す。毎日、一晩中していることはありませんが、ほ
とんどの方が歯ぎしりをしています。わずかな時間
だったり、音がしなかったりで家族でもわからない
ケースが多いのでしょう。
　さて、その歯ぎしり、どんな悪さをするのでしょ
うか？一番困るのは歯の破折（歯が割れたり、欠け
たりヒビが入ること）です。特に神経を抜いた歯は、
歯の根っこ（歯根）が割れる場合が多いので、多く
は歯を抜くことになります。実は歯を失う原因の第
3位（1位歯周病、2位むし歯）が歯の破折なのです。
その他にも歯がぐらぐらしてきたり、歯がしみる知
覚過敏、歯のすり減り、顎関節症、硬いものを咬ん
だときの痛みや違和感、ひどいときは偏頭痛につな
がることもあります。さらに睡眠時無呼吸症候群と
の関係も深いことがわかってきました。歯ぎしりく
らい…と思われがちですが、常習の場合には症状を
悪化させないために、予防したり、必要に応じて治
療することも大切になってきます。
　歯ぎしりはストレスの解消に役立っているとの研

究もありますので、悪いことばかりではなさそうで
すが、一昨年からのコロナ禍の影響で色々なストレ
スが増えているのか、歯ぎしりが原因と思われるト
ラブルがとても増えています。大きなトラブルにな
る前にご自身でチェックしてみてください。

自分でできる歯ぎしりチェック10項目

１．�日中、集中している時に上下の歯を当てたり、
歯を食いしばっていたりすることがある

２．�朝起きた時に顎や頬の筋肉が張っている（こっ
ている）ことがある

３．頬や舌に歯を押し付けた跡が残っている
４．�歯ぎしりしていると近親者に言われたことがあ
る

５．歯がすり減って短くなってきている
６．歯の根元が削れている
７．�下の歯の内側や上の歯の頬側、上顎の真ん中に
骨のコブがある

８．詰め物がよく取れたり、割れたりする
９．知覚過敏の歯が多い
₁₀．歯に亀裂が多く見える

コロナ禍で歯ぎしり急増!?

今月は北五歯科医師会よりご寄稿
いただきました

津　島　克　正 先生
津島歯科　院長

健 康健 康

万歩計

【鰺ヶ沢こども園だより】 Vol.13（最終回）　～令和４年３月31日　閉園～

　

　鰺ヶ沢こども園について、１年にわたりこのコー
ナーでご紹介してまいりましたが、いよいよ閉園の
日を迎えることとなりました。
　これまで70年以上の歳月を、こうして過ごして
くることができましたのも、地域の皆さまのご理解
と温かいご支援のおかげです。この場をお借りして、
深く感謝の意を表し、閉園のご報告に代えさせてい
ただきます。
　本当にありがとうございました。
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◇
春
の
嵐
に
注
意

　

長
い
冬
も
終
わ
り
、
春
が
訪
れ
ま
す
。
春

は
寒
さ
が
和
ら
い
で
陽
の
光
を
心
地
よ
く
感

じ
、
外
出
を
楽
し
み
た
く
な
る
季
節
で
す
。

　

し
か
し
、
春
は
低
気
圧
が
急
速
に
発
達
し

て
、「
春
の
嵐
」
や
「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
（
５

月
の
嵐
）」
と
呼
ば
れ
る
台
風
並
み
の
暴
風

や
猛
吹
雪
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
普
段
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、
特

に
天
気
の
急
な
崩
れ
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に

は
外
出
を
控
え
暴
風
に
備
え
る
な
ど
、
台
風

と
同
様
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

〇�

猛
威
を
振
る
う
春
の
嵐
と
は

　

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
日
本
付
近
で

急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
っ
て
「
春
の

嵐
」「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
現
象
の
発
生
原
因
は
、
日
本
付
近
に

北
か
ら
入
り
込
ん
で
く
る
冷
た
い
空
気
と
南

か
ら
流
れ
込
む
暖
か
い
空
気
が
ぶ
つ
か
り

あ
っ
て
上
昇
気
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
温

帯
低
気
圧
が
急
速
に
発
達
す
る
た
め
で
す
。

防災
春に起こる気象災害

※町では「防災出前講座」を実施していま
す。町内会で自主防災組織を立ち上げてみ
ませんか。講座の申込・お問合せは下記ま
でご連絡ください。

問総務課　防災班（○内317・318）

〇�

大
荒
れ
の
天
気
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
？

　

低
気
圧
が
急
速
に
発
達
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
春
の
嵐
は
、
天
気
の
急
変
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

春
の
嵐
に
よ
っ
て
大
荒
れ
の
天
気
が
予
想

さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
数
日
か
ら
１
日
前
に
、

気
象
庁
か
ら
「
暴
風
に
関
す
る
気
象
情
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
強
風
（
鰺
ヶ
沢
町

で
は
13
ｍ
／
秒
以
上
）
が
予
想
さ
れ
る
６
時

間
か
ら
３
時
間
前
に
は
「
強
風
注
意
報
」
が

発
表
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
重
大
な
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

暴
風
（
鰺
ヶ
沢
町
で
18
ｍ
／
秒
以
上
）
が
予

想
さ
れ
る
６
時
間
か
ら
３
時
間
前
に
「
暴
風

警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

「
強
風
注
意
報
」
や
「
暴
風
警
報
」
は
、

強
風
や
暴
風
が
吹
き
始
め
る
数
時
間
前
に
発

表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
発
表
さ
れ
た
時

点
で
ま
だ
風
が
強
く
な
い
と
し
て
も
油
断
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
な
る
べ
く
屋

内
に
退
避
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
暴
風
が
予
想
さ
れ
る
と
き
の
対
策

　

暴
風
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
風
が

強
く
な
る
前
に
、
建
物
や
建
物
の
周
り
を
見

直
し
て
、
飛
び
や
す
い
も
の
は
固
定
す
る
な

ど
、
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

「春の嵐」と「台風」　風の吹き方比較

「急速に発達する低気圧」発生時における防災気象情報(気象台発表)

〈風が強まる前の家の対策〉
参
考
文
献
・
画
像
出
典
「
政
府
広
報
オ
ン
ラ

イ
ン
」

◇
雪
崩
・
融
雪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
の
時
期
は
、
暖
か
い
南
風
が
吹
き
、
気

温
が
グ
ン
と
上
が
り
ま
す
。
雪
の
多
い
所
で

は
雪
崩
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意
し
、
雪

解
け
に
よ
る
河
川
の
水
位
上
昇
や
地
す
べ
り

に
も
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。

  

屋根瓦やトタンはめくれたり
壊れたりしていないか  

雨どいに枯葉や砂がつまって
いないか

庭木は飛ばされ
たり、倒れない
ように固定

物干し竿は飛ばさ
れないよう下ろす 

植木鉢など強風で飛ばさ
れそうなものは家の中へ 

雨戸やシャッターのない窓は
割れたガラスの飛散防止のた
めにカーテンを閉めたり、窓
に飛散防止フィルムを張る 

窓にひび割れやがた
つきはないか

プロパンガスは
固定されているか

雨戸やシャッターがちゃんと
閉まるか点検補修を

アンテナが錆びたり
ゆるんだりしていな
いか
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　令和３年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10aあたり）は、以下のとお
りとなっています。
【田（水稲）の部】

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

赤石地区 8,300円 14,200円 3,500円 225

中村地区 8,200円 20,000円 2,000円 132

鳴沢・鰺舞地区 10,700円 20,000円 1,100円 165

町 平 均 9,200円 522

※１　データ数は、賃貸借の契約数。
※２　�賃借料を何俵相当額／10ａとしている場合は、玄米60㎏あたり8,200円（令和３年ＪＡ米・つがるロ

マン１等概算払い金）で換算している。
※３　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
※４　「（参考）鰺ヶ沢町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数で平均した値である。

【畑（普通畑）の部】
地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

赤石地区 5,800円 5,800円 5,800円 2

中村地区 3,900円 20,000円 2,200円 22

鳴沢・鰺舞地区 4,100円 11,400円 1,100円 21

町 平 均 4,000円 45

◇◆令和３年 鰺ヶ沢町賃借料情報◆◇

★ オペレーター賃金
（１日あたり） 7,500円

★ 農作業労働賃金　
田畑別 作　業　内　容 標　準　賃　金
田 水田一般作業

１日８時間労働
賄い等なし

6,600円

りんご
り ん ご 剪 定 10,000円
りんご一般作業 6,600円

畑 畑 一 般 作 業 6,600円

★ 機械等作業料金（運転手つき）
機械別 作　業　内　容 標準額 備　　　　　考

ト
ラ
ク
タ
ー

田 耕 起 10ａあたり 4,500円
田 荒 か き 〃 3,500円 ２回
田 し ろ か き 〃 4,000円 ２回
耕起・あら・しろかき 〃 11,500円
畑 耕 起 〃 4,500円 ２回

バ イ ン ダ ー 〃 6,500円 糸持参
ハ ー ベ ス タ ー 〃 7,500円

コ ン バ イ ン 〃 11,500円 刈取り～運搬まで・結束付1,000円増
区画整備外 13，000円

田 植 機 〃
5,500円 苗なし
23,500円 苗付・苗箱35枚見当

農薬散布（農薬代含まず） 〃
1,100円 ヘリコプター・ドローン

使用の場合
1,000円 ブームスプレーヤーの場合

畦 塗 り 機 〃 3,000円 100ｍ片道超低速運転
米 の 乾 燥 ・ 調 整 60㎏あたり 1,600円

令和４年度 鰺ヶ沢町農作業労働賃金等標準額表
令和４年度鰺ヶ沢町農作業労働賃金等標準額を下記のとおり設定しました。農業経営の参考としてお役立てください。

問農林水産課　農業委員会（○内235・236）

※賃金、料金は税込です。

※�表にない項目については、
双方協議してください。

※�青森県最低賃金は、令
和３年10月６日に時給
822円に改定されまし
た。

◆�農地移動の申請（農地法
第３条）は、毎月20日
までに申請してください。

◆�農地転用（農地法第４・
５条）に関することは、
事前にご相談ください。

◆�農地の売買・貸借につい
ては、最寄りの農業委員、
農地利用最適化推進委員、
または農業委員会事務局
までお気軽にご相談くだ
さい。
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　犬の飼い主は、狂犬病予防注射（年１回）と登録（生
涯１回）を行うことが法律で義務づけられています。
　町では、集合注射のため下記日程で町内を巡回します
ので、飼っている犬には必ず予防注射をしましょう。
　また、登録されていない犬（生後91日以上）は、必
ず登録をしましょう。
� 問総合窓口課 生活衛生班（○内161・164） 

４月18日（月）
対象地区 実施場所 実施時間

米町・二丁目
大 和 田
大 和 田
赤 石
姥 袋
日 照 田
館 前
山 子 ・ 漆 原
金 沢
種 里
小 森
梨 中
一ツ森・大然
鬼 袋
深 谷
細 ヶ 平
黒 森

中 央 公 民 館 前
戸沼貨物給油所前
焼 い か 通 り
赤 石 公 民 館 前
消 防 屯 所 前
安 田 商 店 向 い
清 野 彰 史 宅 前
旧 田 中 商 店 前
兼 平 隆 一 宅 前
種 里 八 幡 宮 前
工 藤 商 店 前
太 田 清 徳 宅 前
白神自然学校前
鬼 袋 バ ス 停 前
深 谷 １ 号 橋 横
消 防 屯 所 前
黒 森 バ ス 停 前

９：00～９：10
９：15～９：25
９：30～９：40
９：50～10：05
10：10～10：15
10：20～10：25
10：30～10：40
10：50～11：00
11：05～11：15
13：00～13：05
13：10～13：15
13：20～13：25
13：30～13：35
13：40～13：45
13：55～14：00
14：05～14：10
14：15～14：20

４月19日（火）
対象地区 実施場所 実施時間

南 浮 田
湯 舟
小 屋 敷
山 田 野
建 石
建 石
北 開 拓
鳴 沢 駅 前
保 木 原
北 浮 田
川 尻
鳴 戸
上 野
上野・みどり団地
み ど り 団 地
坂 本 ニ

農業センター前
湯舟ふれあい館前
農業実習センター前
山田野中央橋前
老人憩いの家前
雲雀野バス停付近
齊 藤 輝 美 宅 前
鳴 沢 駅 前 広 場
農業センター前
北浮田集会所前（旧公民館）
長谷川孝光宅前
集 会 所 前
佐 藤 商 店 前
みどり団地入口
山 下 信 宅 前
須藤住設側ごみステーション横

９：00～９：10
９：15～９：25
９：30～９：40
９：45～９：50
10：05～10：25
10：30～10：40
11：00～11：05
11：10～11：15
13：00～13：05
13：10～13：15
13：20～13：30
13：35～13：40
13：45～13：55
14：00～14：05
14：10～14：20
14：25～14：30

集合注射料金　３,300円  〈年に１回〉
新規登録料金　３,000円  〈犬の生涯に１回〉

　   各種料金　   各種料金

　集合注射当日は、飼い犬の首輪はしっかり付けるこ
と。また、登録済みの方にはハガキが送付されますの
で、必ず持参してください。雨天でも実施します。
【飼い主の責任】①犬の放し飼いは絶対にしない。 
②散歩時のフンの後始末はきちんとする。③みだりに
吠えたり人を噛んだりしないようきちんとしつける。 
④捨てることなく終生飼う。以上を守りましょう！
※ 開始時間は都合により前後する場合がありますので、
余裕を持ってお越しください。
※ 巡回の都合により、場所や時間を変更した地区があ
りますので、お間違いのないよう、お近くの場所を
ご確認ください。

　   お 願 い　   お 願 い

 令和４年度　予防集合注射日程
４月20日（水）

対象地区 実施場所 実施時間
東 町

館
中 下
大宮・浜横沢
長 間 瀬
除 木
白 沢
松 代
間 木
三 ツ 沢
中 村
中 村
長 平
和 開

ヒロセ駐車場（元舞戸財産区集会所）
斉 藤 敦 宅 前
齋 藤 博 光 宅 前
大 宮 バ ス 停 前
消 防 屯 所 前
除木営農研修センター前
白 沢 バ ス 停 前
松 代 バ ス 停 前
日 照 田 宅 前
三 ツ 沢 入 口
中 村 公 民 館 前
旧中村小学校前
中村設備駐車場
婦 人 ホ ー ム 前

９：00～９：10
９：15～９：25
９：30～９：40
９：50～10：00
10：05～10：10
10：20～10：25
10：45～10：55
11：05～11：10
11：20～11：25
11：30～11：35
13：00～13：10
13：15～13：20
13：30～13：45
13：55～14：00

４月21日（木）
対象地区 実施場所 実施時間

一 丁 目
浜 町 ・ 新 町
浜 町 ・ 釣 町
漁師町・新地
淀町・富根町
小 夜
西 松 島
七 ツ 石 町
田 中 町
岩 谷
岩 谷
新 田
舞 戸 本 町
高 森 ・ 宮 浜
林 町
坂本一・浜毛

児 童 公 園 前
胸 肩 神 社 前

法 王 寺 駐 車 場

旧新保自動車向い
旧みさき仕出し店前
菊 谷 三 朗 宅 前
斉 藤 電 設 前
戸沼モーター横
津軽森林管理署前
町営住宅駐車場
児 童 公 園 前

越前医院向い（屯所前）

齋 藤 理 容 店 横
坂 本 踏 切 前

９：00～９：10
９：15～９：25

９：30～９：35

９：40～９：45
９：50～10：00
10：05～10：10
10：15～10：20
10：25～10：30
10：35～10：45
10：50～10：55
11：00～11：10

11：15～11：20

11：25～11：30
11：35～11：40

狂犬病予防注射の巡回接種が始まります

※予防注射はどこの地区で受けてもかまいません。
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固定資産(土地・家屋)縦覧帳簿の縦覧
　固定資産税の納税者は、自己の資産の評価が適正か
どうかを判断できるように、町内の土地または家屋価
格等縦覧帳簿をご覧になることができます。
　令和４年度の縦覧は、次のとおり行いますので本人
確認ができるものを持ってお越しください。
◆縦覧期間：４月１日（金）～５月31日（火）　
◆時間：9：00～16：00（土・日・祝日を除く）
◆場所：総合窓口課　課税班
◆縦覧できる人：�納税者、同居の親族、納税管理人、

代理人（納税者の委任状が必要）　
※電話での照会はできません

◆縦覧できる帳簿：�土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等
縦覧帳簿

◆縦覧内容：土地価格等縦覧帳簿…�所在、地目、地積、
価格　

　　　　　　家屋価格等縦覧帳簿…�所在、家屋番号、
種類、構造、床面
積、価格

◆手数料：無料
� 問総合窓口課　課税班（○内174）

★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「牧師、閉鎖病棟に入る。」　
　著：沼田和也／出版社：実業之日本社
　自傷行為がやめられない少年。いつも流
し台の狭い縁に“止まっている”おじさん。
「うるさいから」と薬を投与されて眠る青
年。泥のようなコーヒー。監視される中で
浴びるシャワー。葛藤する看護師。向き
合ってくれた主治医。これまで牧師として
見舞いに行っていた病院へ、患者として入院した著者。
その病棟は、分厚い扉で仕切られ－。
　「ありのままでいい」と語ってきた著者が、ありの
ままに生きられない人たちと過ごした閉鎖病棟での２
か月を綴る。
≪児童書≫「パンどろぼうとなぞのフランスパン」
�作：柴田ケイコ／出版社：KADOKAWA
　パンどろぼう、危機一髪⁉読むとお腹が
すいてくる、大人気絵本第３弾。
　パンどろぼう、それは世界中のおいしい
パンを探しもとめる大どろぼう。パン屋の
おじさんにさとされて、りっぱなパン職人
になりました。ところが、森のパン屋にし
のびよる、なが～い影が…。
　パンどろぼう最大のピンチ到来⁉
　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで貸出を
していますので、ぜひご利用ください。
　この他の新刊図書の紹介は、鰺ヶ沢町HPに掲載し
ています。
　新刊図書は好評につき、貸出中の場合があります。
1人2冊までの貸出制限にご理解とご協力をお願いし
ます。〈予約可〉
◇開館時間　9：00～18：00　　
◇休 館 日　月、火曜日
� （図書コーナーのみ第4木曜日もお休みです。）
◇返却場所　日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
  問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

公務員を退職する方へ
児童手当の重要なお知らせ

　公務員である児童手当受給者が退職・出向等により
公務員でなくなる場合には、退職日（異動日）の翌日
から起算して15日以内に住所地の市区町村へ児童手
当の支給申請を行う必要があります。
　申請が遅れると、原則、遅
れた月分の児童手当を受けら
れなくなりますので、ご注意
ください。
※ 民間企業に勤務する場合のほか、独立行政法人（特
定地方独立行政法人や、統計センター、国立公文
書館等の行政執行法人を含む）、国立大学法人等の、
子ども・子育て拠出金の納付義務を負う団体の職員
になる場合も含みます。
★�児童手当は中学校卒業までの児童を養育している方
に支給される手当です。毎年６月、10月、２月に
それぞれの前月分までの手当を支給します。ご不明
な点等ございましたら、お気軽にお問合せください。
  申・問ほけん福祉課　子ども家庭班（○内154）

鰺ヶ沢スイミングクラブ
令和４年度　新規会員募集中！

幼児コース
◆週１回　木・土曜日
学童コース
◆週１回／週２回　　水・木・金・土曜日
※その他、詳しくは下記へお問合せください。
� 申・問室内温水プール［☎72－5700］
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松くい虫とナラ枯れ被害の予防
　松くい虫被害は、マツノマダラカミキリという昆虫に
よって運ばれるマツノザイセンチュウという小さな線虫
がマツの木に侵入することによってマツが枯れてしまう
伝染病のことで、県内では深浦町と南部町で被害が発生
しています。
　また、ナラ枯れ被害は、カシノナガキクイムシという
昆虫が運ぶナラ菌によってミズナラやカシワなどのナラ
類が枯れる伝染病で津軽地域一円で被害が発生していま
す。
　これらの被害が、県内各地で発生するようになると、
農林水産業をはじめとする産業・経済のほか、本県が誇
る自然景観などに大きな影響を与えます。
　このため、以下の３点について住民の皆さまのご協力
をお願いします。
１�．マツノマダラカミキリとカシノナガキクイムシは、
伐採した際に発生する臭いに集まる習性があるため、
これらの昆虫の活動期（６～９月）には、マツとナラ
類を伐採しないようにしましょう。
２�．マツ丸太やマツ苗木、ナラ丸太を被害地から持ち込
むと、県内に松くい虫被害やナラ枯れ被害を呼び込む
可能性があるため、県内未被害地のものを利用しま
しょう。
３�．被害を防ぐには、葉が黄色に変色したり、枯れたマ
ツやナラ類を早い段階で取り除くことが大切です。
　�　身の回りで枯れている、または枯れかかっているマ
ツやナラ類を見つけたら、町役場農林水産課、西北地
域県民局林業振興課、つがる森林組合までお知らせく
ださい。
　大切な森林資源を次の世代へ引き継ぐため、ご協力を
お願いします。
� 問農林水産課　環境整備班（○内223）

大切な森林を山火事から守りましょう

青森県山火事防止運動強調期間
　４月１日～６月10日　　　　　　

令和４年全国統一標語
「山火事を　防ぐあなたの　心がけ」

　森林は、木材生産のほか水資源のかん養、国土の保全、
保健休養など各種の公益的機能をもっており、私たちの
生活にいろいろな恩恵を与えてくれる緑の宝です。
　これから春もみじの季節を迎え、山菜採り、ハイキン
グなど森林を利用する機会が多くなりますが、春の野山
は乾燥しており、山火事が発生しやすくなっております。
　大切な森林を山火事から守るために、次のことに注意
してください。
１　�枯草など火災が起こりやすい場所ではたき火をしない。
２　�農作業時など火の取り扱いには十分注意し、強風時

や乾燥注意報が出ている時は、たき火などは絶対し
ない。

３　�たき火をするときは周囲にも知らせ、一人で行わない。
　　また、完全に消火するまではその場から離れない。
４　タバコ火は必ず消し、絶対投げ捨てない。
５　火遊びはしない。

　山火事の発生原因は、たき火やタバコの不始末などが
多いことから、火の取り扱いに十分注意し、多くの動植
物が育まれている大切な森林をみんなで守りましょう。

� 問農林水産課　環境整備班（○内223）
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国家公務員採用試験を実施します
　人事院では、国家公務員採用総合職試
験（院卒者試験・大卒者程度試験）、一
般職試験（大卒程度試験）を実施します。
申し込みはインターネットから行ってく
ださい。
総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）
◆インターネット申込受付期間
　３月18日（金）９：00～４月４日（月）
 　［受信有効］
◆第１次試験日：４月24日（日）
一般職試験（大卒程度）
◆インターネット申込受付期間
　３月18日（金）９：00～４月４日（月）
 　［受信有効］
◆第１次試験日：６月12日（日）
　なお、申込方法や受験資格等の詳し
い内容については、人事院ホームペー
ジ（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.
html)または下記にお問合せください。
  問人事院東北事務局　第二課試験係
  ［☎022－221－2022］

看護のお仕事移動相談
　青森県看護協会ナースセンターでは、無
料職業紹介事業として看護職の相談員が最
寄りのハローワークに出向いて、看護職の
皆さまのお仕事探しをサポートします。ぜ
ひお気軽にお越しください。
ハローワーク五所川原
◆開催日： 4/27（水）、5/25（水）、6/22（水）、

7/27（水）、8/24（水）、9/28（水）
◆時間：9：00～11：30（随時受付）
弘前就労支援センター（ヒロロスクエア内）
◆開催日： 4/18（月）、5/16（月）、6/20（月）、

7/11（月）、8/15（月）、9/12（月）
◆時間：13：30～16：00（随時受付）
※ 青森県ナースセンター（青森市）では、月

曜日から金曜日の9時から16時まで、来
所・電話・メール等で随時相談を受け付
けていますのでご利用ください。

問（公社）青森県看護協会 青森県ナースセンター
　  ［☎017－723－4580］
　［メール：aomori@nurse-center.net］

国税専門官採用試験を実施します
　仙台国税局では国税専門官を募集して
います。国税専門官は、国の財政を支え
る重要な仕事を担い、税務署等で、調
査・徴収・検査や指導等を行う税務のス
ペシャリストです。
◆受験資格
１． 平成４年４月２日～平成13年４月１

日生まれの者
２． 平成13年4月2日以降生まれの者で次

に掲げる者
　⑴ 大学を卒業した者及び令和５年３月

までに大学を卒業する見込みの者
　⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同等の資格

があると認める者
◆申込受付期間：３月18日（金）
 　　　　　　　　～４月４日（月）
◆申込方法
　国家公務員試験採用情報NAVI
　 （https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo/

html）で申込み
◆第１次試験日：６月５日（日）
　問仙台国税局　人事第二課試験研修係
  ［☎022－263－1111］
  人事院東北事務局
  ［☎022－221－2022］

消費税のインボイス制度
説明会を開催

　五所川原税務署では、事業者の皆さま
を対象に消費税のインボイス制度説明
会を開催します。（インボイス制度とは、
複数税率に対応した消費税の仕入税控除
の方式のことです。）
　ご希望の方は下記まで電話でご予約く
ださい。
◆予約方法： 希望開催日の１週間前まで

に電話で予約
◆開催日：４月27日（水）、５月25日（水）、
　　　　　６月22日（水）
◆開催場所及び時間
　五所川原税務署　14：00～15：00
◆募集人員：各10名
※ 予約状況等により、ご希望に添えない

場合があります。ご了承ください。
予・問五所川原税務署　法人課税部門
  ［☎0173－34－3279］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、季節求人も含
め随時更新されております。ぜひ、お気
軽にご利用ください。
◆利用日：月～金曜日
　　　　　（土日祝・年末年始除く）
◆時間：9：30～17：00
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館１階
  問鰺ヶ沢町地域職業相談室
  ［☎72－3124］

生活に関するお悩みはこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活し
ていくうえで様々な課題を抱える住民の
方を支援するための相談を受付けていま
す。
　また、相談ツールのひとつとして、
メール相談・LINE相談も行っています。
ひとりで悩まず、お気軽に下記までご相
談ください。費用は無料。秘密厳守。
◆メール相談用アドレス
　　ajisya@r15.7-dj.com　
◆LINE相談はこちらから
　アクセスしてください
  問鯵ヶ沢町社会福祉協議会　　
  ［☎82－1602］

令和４年度協会けんぽ
青森支部の保険料率について

　令和４年度における青森支部の健康保
険料率及び全国共通の介護保険料率は、
以下のとおりです。
◆健康保険料率：10.03％（現行9.96％）
◆介護保険料率：1.64％（現行1.80％）
　厳しい経済情勢が続くなかで、健康保
険料率については引き上げとなりますが、
加入者及び事業主の皆さまのご理解のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。
  問全国健康保険協会青森支部
  　［☎017－721－2713］

令和４年度　移動年金相談を実施します
　日本年金機構弘前年金事務所では、五所川原市及びつがる市において移動年金相談を実施します。相談は「完全予約制」と
なっています。必ず事前に電話予約をしてください。相談の際には身分証明（運転免許証など本人確認ができるもの）をお持
ちになり、代理の場合は「委任状」も必要です。
◆実施期間：令和４年４月～令和５年３月　※五所川原市は第２水曜日、つがる市は第４水曜日　
　　　　　　（つがる市の移動相談は、４月・11月・12月に限り開催曜日が異なりますのでご注意ください）
◆相談時間：10：00～16：00 

実施場所 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
五所川原市役所（庁舎３階会議室３Ａ） 13日 11日 ８日 13日 10日 14日 12日 ９日 14日 11日 ８日 ８日

つがる市役所（２階相談室） 26日
（火） 25日 22日 27日 24日 28日 26日 22日

（火）
27日

（火） 25日 22日 22日

 予・問弘前年金事務所　お客様相談室［☎0172－27－1339］
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（仮称）青森沖洋上風力発電事業
環境影響評価方法書の縦覧及び
住民説明会開催

　つがる市及び鰺ヶ沢町の沖合において
計画している風力発電事業に関し、環境
影響評価法に基づき縦覧及び住民説明会
を行います。
◆縦覧場所：町役場　政策推進課
◆縦覧期間： ４月22日（金）まで
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
◆縦覧時間：８：15～17：00
◆電子縦覧：事業者ホームページで公開
https://tsugaru-shichirinagahama.
project.venaenergy.co.jp/
◆意見書の提出
　環境の保全の見地からご意見をお持ち
の方は、５月12日（木）までに、縦覧場
所に備え付けの意見書に氏名、住所及び
意見をご記入のうえ、意見書箱にご投函
くださるか、問合先へ郵送（当日消印有
効）によりお寄せください。

住民説明会
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館２階和室
◆日時： ４月２日 （土） 17：00～19：00
※ 体調の優れない方はご遠慮願います。

マスク着用のほか、受付で手指の消
毒・検温・名簿への記入にご協力をお
願いします。

※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況
により、延期または中止となる場合に
は、上記のホームページなどでお知ら
せします。

※ 青森県および市町村にて定める新型コ
ロナウイルス感染対策方針などに従い、
会場の定員制限を行う場合があります。
問 105-0001 東京都港区虎ノ門２-10-４　
オークラプレステージタワー17Ｆ

　津軽七里長浜洋上風力合同会社　事務局
　 日本風力エネルギー株式会社　風力事業
開発部  ［☎03－6452－9410］

（仮称）青森県つがる市・鰺ヶ沢町
沖洋上風力発電事業計画段階環境
配慮書の縦覧

　つがる市及び鰺ヶ沢町の沿岸域及び沖合
において計画している風力発電事業に関し、
環境影響評価法に基づく「計画段階環境配
慮書」の縦覧を行います。
◆縦覧場所：町役場　政策推進課
◆縦覧期間：３月28日（月）～４月27日（水）
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
◆縦覧時間：８：15～17：00
◆電子縦覧： 事業者ホームページで公開
https://tokyu-reene.com/assess/
aomorinihonkaisouth1/
◆意見書の提出
　環境の保全の見地からご意見をお持ちの
方は、４月27日（水）までに、縦覧場所に
備え付けの意見書に氏名、住所及び意見を
ご記入のうえ、意見書箱に投函くださるか、
問合先へ電子メールまたは郵送（当日消印
有効）によりお寄せください。
問 150-00４3 東京都渋谷区道玄坂一丁目
21番１号渋谷ソラスタ　

　東急不動産株式会社　戦略事業ユニット
　インフラ・インダストリー事業本部
　 再生可能エネルギー第一部　環境アセス
メント担当

  ［☎03－6455－2690］
［メール:TLC_Assessment@tokyu-land.co.jp］

裁判所見学ツアー参加者募集
　青森地方裁判所では、裁判所見学ツアー
を開催します。参加は無料です。
◆開催日時：５月12日（木）
　午前の部　10：30～12：00（10：15から受付）
　午後の部　13：30～15：00（13：15から受付）
◆開催場所：青森地方・家庭裁判所
 （青森市長島１丁目３番26号）
◆内容： 法廷、調停室等の庁舎見学等
◆対象：一般の方
◆募集人数：午前、午後各12人（先着順）
◆申込方法： ４月18日（月）９時から問合せ先

へ電話でお申込みください。
申・問青森地方裁判所事務局総務課庶務係
  ［☎017－722－5421］

自動車税種別割の
口座振替申込を受付中です

　県では、自動車税種別割の口座振替の
申込みを受け付けています。
　令和４年度分から口座振替を希望され
る方は、納税者本人の通帳と預金届出印
を持参のうえ、４月28日（木）までに取
扱金融機関または地域県民局県税部にお
申込みください。（すでに口座振替を申
し込まれている方でも、自動車の買換え
やナンバー変更により申込内容が変更と
なった場合は再度申込みが必要です。）
　なお、令和２年４月以降振替分から、
口座振替済通知書及び自動車税種別割納
税証明書の送付を行わないこととしまし
た。車検更新の際は、運輸支局等で自動
車税種別割の納付確認を電子的に行うこ
とができるため、自動車税種別割納税証
明書の提示が省略できるようになってい
ます。
※ ただし、振替直後の車検更新には納税

証明書が必要となる場合があります。
　詳細は県ホームページ（https://www.
pref .aomori . lg . jp/soshik i/soumu/
zeimu/012_kouzaindex.html）をご覧くだ
さい。
  問西北地域県民局　県税部
  ［☎0173－34－2111］

労働委員会委員による労働相談会
　個々の労働者と事業主との間に生じた
労働問題（解雇・賃金引下げ・長時間労
働・パワハラなど）について、青森県労
働委員会委員が相談に応じます。費用は
無料、秘密は厳守します。詳しくは下記
までお問合せください。
◆対象者：県内の労働者・事業主
◆開催場所及び日時
　青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
　４月５日（火）13：30～15：30
　４月17日（日）10：30～12：30
※随時受付していますが予約優先です。
※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、マスク着用、検温の実施などの対
応をお願いします。
  申・問青森県労働委員会事務局
  ［☎017－734－9832］

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里    ☎0173-72-1314

 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 
住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前          ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 
（ＩＨ

ホームページ　http://otowakai.or.jp/

ヒータ）付
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■
白
八
幡
宮
大
祭
展

　

本
来
、
大
祭
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

昨
年
８
月
に
あ
わ
せ
て
、
展
示
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
広
い
会
場

内
い
っ
ぱ
い
に
、
神み
こ
し輿
渡と

御ぎ
ょ

行
列
で
使
わ
れ

る
道
具
や
衣
装
な
ど
を
展
示
し
、
華
や
か
な

大
祭
本
番
の
雰
囲
気
を
再
現
。
二
丁
目
・
米

町
の
「
加
藤
清
正
公
」、
漁
師
町
の
「
八
幡

太
郎
義
家
」
の
山や

車ま

が
、
町
内
会
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
展
示
さ
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
と
り
な

が
ら
歴
史
さ
ん
ぽ
や
展
示
解
説
会
も
行
わ
れ
、

町
内
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
10
日
間
で
約
１

７
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

■
大
祭
学
習
会

　

白
八
幡
宮
大
祭
は
、
津
軽
地
方
で
は
た
だ

一
つ
、
北
前
船
寄
港
地
の
鰺
ヶ
沢
町
だ
け
に

残
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
的
遺
産
で
す
。

保
存
会
で
は
、
北
前
船
ゆ
か
り
の
大
祭
文
化

を
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
う
学
習
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
は
、
西
海
小
学
校
・
舞
戸
小

学
校
に
協
力
い
た
だ
き
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
一
環
と
し
て
、
全
学
年
が
北
前
船
や
大
祭

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
祭
り
の
お
囃は
や
し子
に

親
し
む
た
め
、
み
ん
な
で
鉦か
ね

叩
き
を
体
験
し

た
学
年
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鰺
ヶ
沢
中
学

校
で
は
、
２
年
生
が
「
北
前
船
」
を
テ
ー
マ

に
調
査
活
動
を
行
い
、
大
祭
な
ど
北
前
船
が

鰺
ヶ
沢
町
に
も
た
ら
し
た
歴
史
文
化
に
つ
い

て
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
大
祭
文
化
の
保
存
・
伝
承
に
向
け
て

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
28
年
度
に
制
作
さ
れ
た

白
八
幡
宮
大
祭
の
資
料
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て

も
、
そ
の
後
撮
影
さ
れ
た
新
た
な
映
像
を
加

え
た
改
訂
版
を
作
成
。
大
祭
行
事
の
直
接
の

担
い
手
で
あ
る
鰺
ヶ
沢
地
区
の
各
町
内
会
や

関
係
者
等
に
配
布
し
、
今
後
の
伝
承
資
料
と

し
て
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
は
、
昨
年
か
ら
１
年
延
期
と

な
っ
た
白
八
幡
宮
大
祭
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
存
会
で
は
、
今
後
も
、
小
中

学
生
向
け
の
学
習
会
の
ほ
か
、
弘
前
ね
ぷ
た

３
０
０
年
祭
に
あ
わ
せ
た
展
示
会
な
ど
の
文

化
振
興
事
業
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

３
４
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
大

祭
文
化
を
未
来
に
伝
え
る
白
八
幡
宮
大
祭
文

化
保
存
会
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

 

（
町
学
芸
員　

中
田
）

［白八幡宮大祭ホームページ］をリニューアルしました！　👉 https://www.town.ajigasawa.lg.jp/taisai

鰺
ヶ
沢
町
の
伝
統
文
化
を
未
来
へ

白
八
幡
宮
大
祭
文
化
保
存
会
の
活
動
紹
介

　
鰺
ヶ
沢
町
で
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
「
白し
ら
八は
ち
幡ま
ん
宮ぐ
う
大
祭
」
は
、
昨
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
大
正
時
代
以
来
お
よ
そ
１
０
０
年
ぶ
り
に
１
年
延
期

と
な
り
ま
し
た
。

　
県
と
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
り
、
国
の
日
本
遺
産
「
北き
た
前ま
え
船ぶ
ね
寄
港
地
」
の
構
成
文

化
財
で
も
あ
る
大
祭
の
歴
史
文
化
伝
承
の
た
め
、
白
八
幡
宮
大
祭
文
化
保
存
会
（
杉
澤
廉

晴
会
長
）
で
は
、
こ
の
１
年
、
町
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
白
八
幡
宮
大
祭
に
向
け
て
、
そ
の
活
動
の
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

白八幡宮大祭文化保存会とは
　白八幡宮大祭の保存伝承と地域振興を
図ることを目的に、白八幡宮、鰺ヶ沢地
区町内会連絡協議会、商工会、観光協会
等により平成24年に設立されました。
　令和３年より、県・町の新たな文化財
指定保護団体として、町教育委員会と協
力し、大祭の歴史文化伝承を支える活動
を幅広く展開しています。

真剣なまなざしでお囃子の鉦叩きを体験
（舞戸小学校にて）

町学芸員による白八幡宮での現地学習
（西海小学校３・４年生）

津軽の京祭り「白八幡宮大祭展」の開会式で
挨拶する杉澤会長（令和３年８月７日）

行列の道具や衣装、写真パネルなどが並べ
られた展示会場（港町歴史さんぽの様子）

県・町の文化財指定証書を
受け取る杉澤会長
（令和３年３月）

保存会アドバイザー
　山田嚴子
 弘前大教授
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弘
前
の
旧
修
験
家
③

　

今
私
は
、
山
形
県
の
上か
み
の
や
ま
し

山
市
と
い
う
と
こ

ろ
に
お
り
ま
す
。
上
山
市
は
山
形
県
南
東
部

に
位
置
し
、
江
戸
期
は
羽
州
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。「
か
み
の
や
ま
温

泉
」
と
い
う
温
泉
郷
が
あ
り
、
最
近
は
温
泉

に
浸
か
り
放
題
の
贅
沢
な
日
々
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

　

実
は
山
形
県
、
35
の
全
市
町
村
に
温
泉
が

あ
る
「
温
泉
王
国
」
で
す
。
ご
存
知
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。「
銀
山
温
泉
」
や
「
高
湯
温

泉
」
を
は
じ
め
、
延
べ
１
３
０
以
上
の
温

泉
が
湧
い
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

ゆ
っ
た
り
、
じ
っ
く
り
山
形
各
地
の
温
泉
を

巡
る
旅
、
な
ん
て
い
う
の
も
良
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
号
は
弘
前
市
大
沢
の
旧
修
験
家

で
あ
る
池
田
家
を
、
よ
り
詳
し
く
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
間
が
空
い
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
お
さ
ら
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

池
田
家
の
所
蔵
す
る
文
書
よ
り
、
同
家
の

先
祖
は
「
池い
け

田だ

法ほ
う

印い
ん

」
と
い
う
修
験
者
で
あ

り
ま
し
た
。
法
印
は
池
田
家
の
14
代
目
に
あ

た
り
、
大
沢
集
落
の
「
堂ど
う

ヶが

平た
い

」
と
い
う
と

こ
ろ
に
住
み
つ
い
た
修
験
者
で
あ
る
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
お
さ
ら
い
は
こ
こ
ま

で
）。

　

口く

伝で
ん

で
は
、
池
田
法
印
は
堂
ヶ
平
に
や
っ

て
き
た
の
ち
、
現
大
沢
集
落
下
村
地
区
に
あ

る
諏
訪
神
社
に
移
り
住
ん
だ
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
諏
訪
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

現
在
県
道
１
２
７
号
線
が
開
通
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
は
木
々
が
生
い
茂
っ
て
森
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
シ
タ
ノ

ハ
ヤ
シ
」
と
俗
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

池
田
家
は
、
集
落
を
縦
貫
す
る
大
沢
川
沿
い

に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
現
当
主
の
池
田
氏

は
シ
タ
ノ
ハ
ヤ
シ
よ
り
も
水
の
便
が
良
い
こ

と
か
ら
、
現
在
の
場
所
に
移
り
住
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
場
所

に
移
り
住
ん
だ
具
体
的
な
年
代
は
不
明
で
す

が
、
池
田
氏
の
曽
祖
父
の
代
に
は
す
で
に
現

在
地
に
家
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

諏
訪
神
社
で
は
、
１
月
に
人
が
集
ま
っ
て

拝
殿
で
飲
食
を
共
に
す
る
祭
が
あ
り
ま
す
。

人
数
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
現
在
も
大

沢
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
祭
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
諏
訪
神

社
に
供
え
た
お
菓
子
や
餅
の
余
り
、
同
日
神

前
に
上
げ
た
賽
銭
を
池
田
家
に
持
っ
て
き
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

今
号
は
こ
こ
ま
で
。
次
号
で
は
、
さ
ら
に

詳
し
く
池
田
家
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

（
青
森
県
民
俗
の
会　

櫻
井
歓
太
郎
）

　かつて陸軍演習場であった山田野には、戦後、開
拓民が入植するようになります。当時、山田野の子
どもたちは、小屋敷の東鳴沢小学校まで何キロも歩
いて通学しなければならなかったのですが、昭和29
年４月、住民待望の山田野分校が開校しました。
　写真は、毎年恒例だった弘前大学へき地教育研究
会の合宿活動の様子です。分校は、今も当時の学生
たちの思い出の地となっています。
 （町学芸員 中田）

～山田野分校の思い出～
わが町・あの日・あの時 �

写真でふりかえる

解説：千田寿衛（町文化財審議会会長）

　夏から秋にかけて、山林内地上に生える。傘の表
面が橙黄色、または鮮紅色をした美しいキノコであ
る。
　傘の色が同属のベニテングタケに似ているので間
違われやすいが、ひだ柄、つばは同属の中でも本菌
に限って常に黄色なので区別できる。
　本菌のつぼ（脚苞）は、白色の袋状で柄と密着し
ていない。傘の出ない菌蕾は、スッポンタケ類のも
のと同様で、鳥卵状をし、中に黄色の部分を持つ菌
体を納めているので、この名がある。本邦ではあま
り用いられないが、有名な食菌である。

遊ゆ
う
山ざ
ん
道ど
う
の　
　

植
物
図
鑑（
56
）

タ
マ
ゴ
タ
ケ

 

［
第
18
回
］

町観光協会提供

昭和47年８月撮影
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こんにちは！地域おこし協力隊です

ツイッター・インスタグラム 更新中！
　鰺ヶ沢で獲れている魚をツイッター
やインスタグラムで紹介しています。
ぜひフォローお願いします。

　２月上旬、鰺ヶ沢では大量のサバの水揚げが数日間続きました。
水揚げされたサバは丸々と太っていて、脂が乗ったものばかりでし
た。鰺ヶ沢では、このようなサバの大漁は珍しいそうです。
　そこで、２月12日の１日限りではありましたが、地域の方々に
も良質なサバをより多くお届けするために、海の駅わんど漁協直売
所でのサバ詰め放題企画を実施しました。前日にSNS（ツイッター、
インスタグラム）で告知をしたこともあって多くのお客様が集まり、
１時間ほどで完売しました。お客様にサバをどのように調理するの
かを尋ねると、味噌煮にするという方が圧倒的に多かったです。次
いで多かったのはしめサバでした。ちなみにサバなどに寄生するこ
とですっかり有名になってしまった寄生虫「アニサキス」は、酢で締
めただけでは死にません。アニサキスによる腹痛を味わいたくなけ
れば、必ず冷凍か加熱をしてください。
　詰め放題企画が大好評だったこともあり、また何か企画をしたい
と考えています。ホッケの詰め放題もしたい！など何かしてほしい
企画がありましたら、直接お声がけいただくかSNSのメッセージで
どんどんリクエストください！お待ちしております。
 （地域おこし協力隊　中村亮介）

インスタグラム
＠aji.gyo

問青森県環境生活部　県民生活文化課［☎017－734－9232］

【全国重点】
 （１）子どもをはじめとする歩行者の安全確保
 （２）歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上
 （３）自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

🌸歩行者の皆さんは･･･
　・近くに横断歩道があるときは、横断歩道を渡りましょう。
　・夕暮れ時・夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。

🌸運転者の皆さんは･･･
　・思いやり、ゆずり合いの気持ちを持って運転しましょう。
　・ 信号機のない横断歩道は歩行者優先です。横断しようとしている歩行

者がいるときは、手前で一時停止しましょう。
　・飲酒運転は絶対にしてはいけません。
　・全ての座席でシートベルトやチャイルドシートを着用しましょう。

ツイッター
@aji_gyogyo手作りしたしめサバ、非常に美味でした

大好評だったサバ詰め放題企画

 
 
 
 
 

 
令和４年４月６日（水）～15日（金）  

交通事故死
ゼロを目指す日
４月10日（日）
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【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た
だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出
ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。
②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合
でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　相続登記の義務化

　令和６年４月から、不動産の相続登記が義務化さ
れます。今回の法改正によって、不動産を相続した
ことを知った日から３年以内に登記をすることが必
要となります。
　所有者が分からない不動産を生じさせないように
するための法律の改正で、登記を期限内にしないと
10万円以下の過

かりょう

料とされています。実際にどのよ
うなケースで過料となるのか運用はまだわかりませ
んが、不動産の相続が発生した場合には、司法書士
の先生などに登記の相談をされた方がよさそうです。
　

� 弁護士　遠
えん

藤
どう

　弘
ひろ

士
し

Vol.₇₇

遠藤弁護士

※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和４年２月末現在）

▼発生件数　　　　 1件　（＋ 1）
▼死 者 数　　　　00人　（±00）
▼傷 者 数　　　　01人　（＋01）

＜※カッコ内は前年との比較＞
《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課

（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和４年２月末現在）

▼男　4,293人 （4,305人 －12）

▼女　4,902人 （4,911人 －09）

▼計　9,195人 （9,216人 －21）

▼世帯数　4,452 （4,453 －01）

　※カッコ内は先月との比較

（２月16日～３月15日届出分）

世　永　久　夫 （101歳）　赤　　　石
清　野　信　和　（84歳）　大　和　田
神　　　み　き　（97歳）　小 屋 敷 町
寺　沢　豊　一　（94歳）　赤　　　石
棟　方　ふ　よ　（96歳）　小　　　夜
一　戸　キヨヱ　（91歳）　長　平　町
神　　　セ　ツ　（88歳）　湯　舟　町
嶋　村　信　隆　（70歳）　七 ツ 石 町
山　崎　敏　博　（87歳）　本町一丁目
笹　木　末　就　（98歳）　田　中　町
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－最優秀賞を取ったときはどう思いましたか？
　最初に聞いたときは、びっくりして頭が真っ白になりま
した。帰宅してやっと実感が湧いてきました。
－廃油を使った石けんはどのように作るのですか？
　廃油と薬品や塩などを混ぜたあと、乾燥させて作ります。
薬品が肌に付かないよう、長袖・長ズボンにゴーグルとゴ
ム手袋姿で、夏に長時間作業したので大変でした。
　混ぜている最中に薬品が飛んでゴム手袋に付いたときは
焦りました。
－石けんが完成したときはどう思いましたか？
　嬉しさもありますが、すごく驚きました。というのも、
予定では１週間の乾燥で完成するはずが、なかなか固まら
なくて２週間乾燥させているんです。なので、えっ本当に
できたの⁉という具合に。
－今までにも何か作ったりしたことはありますか？
　去年はコキアという植物の枯れ葉を使ってほうきを作り
ました。作ったほうきは、祖母が庭の掃除に使ってくれて
います。
－将来の夢は？
　決めていません。夢を決めると、それしかなくなってし
まうような気がするので。将来何になってもいいように、
何でも頑張っていけたらと思います。

　３月15日、鰺ヶ沢中学校（相馬治校長）で卒業式が行われ、
59名の生徒が思い出の詰まった学び舎を巣立っていきました。
　卒業証書が相馬校長から一人ひとりに手渡されると、卒業生
は両手でしっかりと受け取り、顔をほころばせていました。相
馬校長は「自分の中にある力を信じて、人生や社会を切り拓い
てください」と卒業生にエールを送りました。
　保護者や先生方、在校生の温かい拍手に包まれながら、新た
な世界に飛び立っていった59名の皆さん、ご卒業おめでとう
ございます。

鰺ヶ沢中学校で卒業式　59名が新たな旅立ち

　昨年９月に開催された「第１回小学生ごみゼロ
研究コンクール＠青森」（※）で、使用した食用
油から石けんを作り、最優秀賞を受賞した柳遥香
さんに話を伺いました。

ゲラちゃんが探る！

ごみゼロ研究コンクール　最優秀賞
柳　遥香さん（西海小５年）

※ 「第１回小学生ごみゼロ研究コンクール＠青森」は、2050年に子育て世代になっている今の小学生に「ごみ」
や環境のことを考えてもらうことを目的に開催されました。

卒業証書を受け取る生徒思い出を胸に新たな一歩を踏み出す卒業生
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